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令和４年 第４回松田町議会定例会 会議録 （第２日目） 

 

                      令和４年１２月７日 午前９時００分 開議 

１．出席議員 １２人 
 

 

  １ 番 
 

 

 唐 澤 一 代 
 

 

  ２ 番 
 

 

 古 谷 星工人 
 

 

  ３ 番 
 

 

 内 田   晃 
 

 

  ４ 番 
 

 

 平 野 由里子 
 

 

  ５ 番 
 

 

 田 代   実 
 

 

  ６ 番 
 

 

 井 上 栄 一 
 

 

  ７ 番 
 

 

 南 雲 まさ子 
 

 

  ８ 番 
 

 

 中 野   博 
 

 

  ９ 番 
 

 

 飯 田   一 
 

 

 １ ０ 番 
 

 

 齋 藤   永 
 

 

 １ １ 番 
 

 

 寺 嶋   正 
 

 

 １ ２ 番 
 

 

 大 舘 秀 孝 
 

 
 
２．欠席議員  なし 
 
 
３．説明のための出席者 １４人 
 

 

 町       長 
 

 

  本 山 博 幸 
 

 

 副 町 長 
 

 

  田 代 浩 一 
 

 

 
 教 育 長 
 
 

 

 
  浄 泉 和 幸 
 
 

 

 会 計 管 理 者 
 
 兼 出 納 室 長 
 

 

 
  依 田 貞 彦 
 
 

 

 参事兼政策推進課長 
 

 

  鈴 木 英 幸 
 

 

 総 務 課 長  
 

 

  早 野 政 弘 
 

 

 税 務 課 長  
 

 

  山 岸 裕 子 
 

 

 町 民 課 長  
 

 

  川 本 博 孝 
 

 

 福 祉 課 長  
 

 

  椎 野 晃 一 
 

 

 子 育 て 健 康 課 長  
 

 

  石 渡 由美子 
 

 

 観 光 経 済 課 長 
 

 

  柳 澤 一 郎 
 

 

 参事兼まちづくり課長 
 

 

  高 橋 英 雄 
 

 

 環境上下水道課長 
 

 

  渋 谷 好 人 
 

 

 教 育 課 長  
 

 

  遠 藤 洋 一 
 

 
 
４．出席した議会事務局書記 ２人 
 

 

 事 務 局 長 
 

 

  石 井 友 子 
 

 

 書      記 
 

 

  島   秀 明 
 

 
 

５．議事日程 

 日程第 １  一般質問 

 日程第 ２  議案第 41 号 松田町個人情報の保護に関する法律施行条例 
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 日程第 ３  議案第 42 号 松田町情報公開・個人情報保護審査会条例 

 日程第 ４  議案第 43 号 松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の一部を改正する条例 

 日程第 ５  議案第 44 号 松田町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例 

 日程第 ６  議案第 45 号 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 日程第 ７  議案第 46 号 松田町課設置条例の一部を改正する条例 

 日程第 ８  議案第 47 号 松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例を廃止する条例 

 日程第 ９  議案第 48 号 土地の無償貸付について 

 日程第１０ 議案第 49 号 松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定について 

 日程第１１ 議案第 50 号 松田町寄自然休養村管理センターの指定管理者の指定について 

 日程第１２ 議案第 51 号 松田町寄みやま運動広場の指定管理者の指定について 

 日程第１３ 議案第 52 号 松田町寄テニスコートの指定管理者の指定について 

 

６．議会の状況 

議      長  皆さん、おはようございます。松田町議会定例会本会議第２日目を迎え、議

員各位には定刻までに御参集頂き、大変御苦労さまです。 

 本日も引き続き新型コロナウイルス感染予防を継続します。傍聴席は10席と

し、マスクの着用、くしゃみ、せき、発熱の方の傍聴の御遠慮、入室時の消毒

などをお願いしています。議員並びに町長以下職員もマスクの着用を許可しま

すが、発言の際は内容を明確にし、マイクを活用して発言してください。 

 それでは、ただいまの出席議員は議員定数12名中12名です。よって、地方自

治法第113条の規定による定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を

開きます。                        （９時00分） 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 それでは本日の会議を開きます。 

 昨日に引き続き一般質問の試験録画を行います。事務局は録画の準備をして

ください。 

議      長  日程第１「一般質問」を行います。 
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 昨日に続き一般質問を通告順に行います。受付番号第７号、古谷星工人君の

一般質問を許します。登壇願います。 

２ 番 古  谷  おはようございます。よろしくお願いいたします。議長のお許しを受けまし

たので、一般質問をさせていただきます。受付番号第７号、質問議員、第２番

 古谷星工人。件名、熊出没による住民の安全対策について。 

 要旨。熊の出没が相次ぎ、９月以降、虫沢地区では目撃、萱沼地区・弥勒寺

地区では監視カメラに記録されており、いつ熊と出会うか危険な状況です。次

のことについてお伺いいたします。 

 １、神奈川県内及び足柄上地域の熊の生息状況はどうなっていますか。 

 ２、地域住民の安全確保対策はどのように考えていられますか。 

 以上２点、よろしくお願いいたします。 

町      長  皆さん、おはようございます。定例会２日目、よろしくお願いいたします。

それでは、古谷議員の御質問に順次お答えを申し上げます。 

 まず、本町におけるツキノワグマの出没の状況については、平成30年度に２

件、令和元年度に10件、２年度に６件、３年度に８件、本年度は現在までに５

件となっております。出没の件数は、その年によって増減がありますが、全体

としては増加の傾向にあります。特に近年は人里近くでの目撃等が増えており、

町民の皆さんの安全対策が不可欠と認識しているところでもございます。 

 最近の出没状況の詳細につきましては、９月に虫沢地区の民家近くの畑で、

熊棚と呼ばれる痕跡を確認した２日後、民家庭先で熊と遭遇する事案が発生し

ましたが、そのまま山のほうへ逃げており、大事に至ってはおりません。11月

の上旬には萱沼地区の民家裏に設置されていたカメラに熊の映り込みを確認し、

その４日後、弥勒寺地区の農地にて熊出没の痕跡が認められたため、カメラを

設置したところ、下旬にかけて複数回、移り込みを確認しております。さらに、

直近では11月30日に萱沼地区の同じカメラにて出没を確認したところでもござ

います。 

 断定はできておりませんが、映像等によりますと、推定、体長が１メートル

30センチ程度の同じ個体と分析しているところでもございます。一般的に寒く
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なりますと熊は冬眠するものでございますが、近年の気候温暖化も影響してか、

眠りが浅くなっているとする専門家のお話も伺っておりますので、引き続き注

意喚起を行ってまいります。 

 それでは、１つ目の御質問にあります神奈川県内及び足柄上地域の熊の生息

状況についてお答えを申し上げます。神奈川県では、全滅危惧種であるツキノ

ワグマの生息調査を平成24年に実施され、その数は推計40頭となっております。

県内に生息する地域は、本町を含む丹沢山系から足柄下地域にかけてと限られ

ておりますが、熊の行動圏は200平方キロメートル以上のケースも実在するた

め、足柄上地域における正確な生息数は把握できてないとのことでございます。

県内全域の目撃情報における足柄上地域１市５町の割合は、平成２年度で２割

程度、３年度で４割程度、今年度10月末時点では３割程度と高い比率で推移し

ており、相当数が生息すると思われます。 

なお、昨年から今年にかけての足柄上地域の目撃等の情報のうち、半分以上

が山北町となりますが、これは同じ個体が人里に近い箇所で複数回、集中的に

目撃されたものと伺っており、本町でも寄地区だけでなく、松田山においても

昨年、一昨年と目撃等されていることに危機感を高めております。 

 また、目撃情報が寄せられますのは、例年柿などの秋の味覚が収穫の時期を

迎え、冬眠状態を控える９月から11月頃に集中する傾向もあるため、この時期

には特に注意が必要となります。 

 続きまして、２つ目の地域住民の安全確保対策についてお答えを申し上げま

す。人里の近くで目撃情報を町にお寄せいただいた際の対応手順といたしまし

ては、熊の出没は町民の生命・財産への脅威であるため、まず町の同報無線や

あんしんメール等による注意喚起を優先いたします。並行して、猟友会さんや

自治会、地権者等の関係者を呼び、神奈川県への情報共有を行います。続いて、

猟友会さんへの御協力等を頂きながら現地を調査し、必要に応じてセンサー式

カメラの設置や誘引物の撤去、煙火による追い払いを実施し、神奈川県へ状況

を報告するなどして、必要な対処等を協議いたします。 

 熊は食べ物に対する執着が強い習性があるため、その後も出没箇所へはパト
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ロールを実施するとともに、カメラの撮影情報の確認などを通して、その場所

への執着等が認められる場合は、県が保有する熊専用のわなを一定期間設置す

ることとなります。そして、このわなで捕獲された際には、専門業者により人

里から離れた奥深い山の指定場所へ放獣されます。 

 このように、神奈川県のレッドデータブックへ絶滅危惧種Ⅰ類に指定されて

いるツキノワグマは、基本的に保護することが前提となります。熊の出没は

様々なケースが想定されますが、各種の対応は人命等に危機が及ぶ緊急的な場

合を除き、保護を前提にしつつ、現場の状況に照らした的確な判断を要します

ので、専門的な知見を有する神奈川県と情報共有を密にしながら連携すること

が肝要となります。 

 その上で、人も熊も不幸な状態とならないよう、まず出没を減らすための住

民の安全確保対策として、家庭ごみの屋内保管や農地の適正管理などを徹底す

ること、または遭遇してしまった場合には、慌てず、刺激せずに、後ずさりが

基本など、適切に対応する情報を広報や回覧等を通じた啓発も重要となります。

今後につきましては、こうした地道な取組を積み重ねながら、出没に際しては

猟友会の皆さん方の御協力と地域の理解を賜り、専門的な知見を有する神奈川

県と連携し、危機感を持って対応してまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。 

２ 番 古  谷  回答ありがとうございました。先にちょっと申し上げておきますけれども、

件名に熊ということに書いてありますけども、これはツキノワグマということ

に置き替えていただくというようにしていただければというように思います。

これはですね、同報無線、あんしんメール等がですね、全て熊という形で町民

の方に周知されてますので、私もそのような形で熊にさせていただきましたの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、何点かですね、質問をさせていただきたいというように思います。

最新の生息状況、今、回答の中にありましたけども、推計で40頭、これ、神奈

川県内だというように思っております。また、調査時点が平成24年ということ

ですので、もう10年もたっておりますので、非常に古いデータではないかとい
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うふうに感じております。絶滅危惧種にですね、指定されて保護することを前

提にしては、もう少しこまめな調査が必要ではないかというように感じており

ますけども、神奈川県とのやりとりの中で、担当課としてですね、どのような

状況をつかんでいられるか、教えていただきたいというふうに思います。よろ

しくお願いします。 

観 光 経 済 課 長  御質問にお答えさせていただきます。推計ということで、今申し上げていた

だいたとおり、平成24年度が最新であることを確認をしてございます。調査に

つきましてはですね、やはり昨今のこの状況というのが大分地域としては本当

に40頭かという思いもある中で、県のほうでもですね、調査を進められており

ます。一応今年度、個体数調査ということで、県の調査方法としては熊の目撃

とか、そこの出没に関しまして、体毛なんかが、いわゆる痕跡、ふんも含めて

ですね、こういったもので確認をし、要はＤＮＡの分析も並行してされており

ます。こうした個体識別を通して、ヘアトラップ調査という名前らしいんです

けれども、今年度行っておりですね、ただ、これが今年度で全て完了するかと

いうと、進捗状況にもよるんですが、来年度もしくは再来年度ぐらいまでの間

には結果をはめさせたいということで、最新の結果がもうすぐ出る…もうすぐ

というか、２年後には出るということを伺ってございます。 

２ 番 古  谷  ありがとうございました。今、検査を…調査をしているということで理解し

たいというふうに思います。自然の中にいるものですから、調査のほうも大変

困難があろうかと思いますけども、先ほども言いましたけども、絶滅危惧種で

ありますので、その辺の調査が非常に重要ではないかというふうに思います。 

 それと、今回答の中にありましたけども、今、寄地区だけの私、話をさせて

いただいておりますけども、この中でですね、昨年までは松田山においても、

一昨年も目撃がされているということでしたけれども、今年については松田山

の出没の状況は確認されているでしょうか。お願いいたします。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。今年度におきましては、松田地区において目

撃等の情報は寄せられておりません。先ほどお話のありました昨年度、一昨年

度の話ですけども、特に昨年度はですね、松田山で錯誤捕獲ということがござ
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いました。個体を私も近くに行って見させていただいて、猟友会の皆さんと放

獣までということになったわけですけども、やはり松田地区でかかるというこ

とが近年出てきておりますので、そこら辺は注意を払ってまいりたいと考えて

おります。 

２ 番 古  谷  ありがとうございます。毎年ではないんですけども、松田山に出ていると。

松田町にはそれぞれ、寄地区、松田町に数頭…数頭というか、何頭かいるとい

うような感じかなというように受け止めております。 

 それでは、今回、虫沢地区に熊が出たときにですね、ちょっと私、ちょうど

対応させていただきました。というのは、直接家に電話がかかってきまして、

熊が出ているみたいだということでしたので、これは危ないなということで、

現地へ行ってですね、確認をさせていただきましたので、その辺のちょっと経

過を話していただいて、次に進めさせていただきたいというふうに思います。 

 ９月17日の土曜日のお昼休みにですね、近所の方から、午前中に草刈りに行

ったら栗の木に引っかき傷があったと。また枝が折れていると。熊が来ている

んじゃないかなということで、確認ができないかと連絡が私のところにありま

した。私も知識がありませんので、猟友会の方にちょっと連絡をしてですね、

来てもらって確認してもらったら、熊棚があるので間違いないだろうというよ

うな結果となっております。 

 ここの場所ですけれども、民家から町道を挟んで50メートルの、約50メート

ルのところだということで、非常に危険だなということで、その後ですね、土

曜日だったんですが、町のほうに連絡をさせていただきました。それから、そ

の日の夕方には、確認用のカメラを設置してもらって、翌日だと思うんですけ

れども、鹿、イノシシ用の捕獲おりを設置していただいたという経過がありま

す。 

 回答の中にもありましたが、その２日後に民家の庭先で熊と遭遇して、その

熊はそれ以降ですね、山のほうに行ったと思うんですけれども、カメラにも写

ってませんでした。その後ですね、おりの撤去がされたというような経過にな

っております。 
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 １つここでお伺いしたいのが、一番最初に熊ではないかということで、住民

の方々に周知をしなければいけないというように思いましたので、同報無線で

流せないかという話を担当のほうにさせてもらったんですが、熊の確認ができ

ないので、ちょっとこれは無理ですということで、町内会の連絡網で周知をし

た経過があります。この同報無線の関係でちょっとお伺いしたいと思いますけ

ども、担当課としてですね、これを放送するに当たり、何か決め事があって、

確認ができないから流せないとか、そういう決め事があればですね、ちょっと

教えていただきたいというふうに思います。 

観 光 経 済 課 長  まず、虫沢地区の目撃等からですね、ということでございます。先ほど大体

の流れというのをおっしゃっていただいたわけでございますけども、まず、同

報無線につきましては、９月の19日に実施をさせていただきました。これは目

撃があってからということでございます。17日の時点、熊棚と思われる柿の木

ということで出た時点のときは、町としては当日現地を赴きまして、トレイル

カメラを設置して、しっかりと熊であることの確認をしたいということであっ

たように思います。 

 同報無線の最終的にはその情報の出す基準でございますけれども、やはり確

実性というところがあろうか、大事かと思っています。そういう意味では、こ

の一番最初の時期でやれるかというところは、ちょっとその判断にどうしても

至らなかったというところでありまして、だだ、その後の情報としては、状況

としては、目撃等を含めた客観的な事実がありましたら、早々にやらせていた

だいたということでございます。 

２ 番 古  谷  ありがとうございます。今ついでに聞けばよかったんですが、この放送に関

しまして、松田地区・寄地区、同時に放送しているのか、それとも出没した該

当地区だけに放送しているのか。その辺、もうちょっとお伺いしたいと思いま

す。 

観 光 経 済 課 長  熊の出没に関しましては、まず寄地区で今回、複数回あったという流れもご

ざいます。そのときには寄地区のみに同報無線をさせていただきました。ちょ

っと併せて申させていただくんであれば、先ほど議員おっしゃったようにです
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ね、リスクという意味では、すぐ近隣の方に触れていただいたということは大

変感謝申し上げます。当然、自治会長さん含めて情報共有を図る、プラスして

ですね、緊急の回覧、自治会の回覧ですね、そこは地域限定になろうかと思い

ますけども、こういったこともやらせていただいてございます。（「あんしん

メール。」の声あり）プラスしてあんしんメール、無線がどうしても届かない

お声も頂いておりましたので、あんしんメールも実施してございます。 

２ 番 古  谷  ありがとうございます。いかに情報提供するかというのが一番大事じゃない

かなというふうに感じておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、次はですね、萱沼地区、弥勒寺地区に相次いで出たということで、

同じような、同じ個体じゃないかという報告書の中に、回答の中にもありまし

たけども、これの捕獲の対応ということで、多分捕獲のおりを設置をされたの

ではないかというように思いますけども、この捕獲のためにですね、神奈川県

の管理の動物なので、県との調整が非常に難しい対応があろうかと思うんです

けども、この熊用のわなはですね、県のものを使用したものなのか。虫沢と同

じように、鹿・イノシシ用のおりを使用したものなのか、その辺をちょっとお

伺いしたいと思います。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。わなの設置の件についてでございます。先ほ

ど町長からの答弁でもございましたとおり、わなの設置に関しては、こういっ

た熊という、ツキノワグマというレッドデータブックにも出ている絶滅危惧種

でありますので、対応についてはいろいろ慎重を期す必要があること等からで

すね、神奈川県でもって保有されているわなの設置となります。設置に当たり

ましては、まず段階的な部分がございますけども、最初出てきてすぐに設置と

いうわけにはいきません。やはりその場所に置く妥当性、これは先ほど申し上

げたように、食物に対する執着、その地域に対する執着、何回か来て、やはり

そこに置く必要性があるということを含めてですね、置く場合があるわけでご

ざいますけども。そうですね、今おっしゃっていただいた虫沢地区に置いた箱

わな、いわゆるおり型のものの話になりますけども、これはあくまで熊用に

我々が単純に設置がなかなかできないものでございます。熊というのは、先ほ
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ど言った保護的な側面、これに加えましてですね、これも聞き及んだ話ですけ

ども、今回松田でも熊、出ているわけですけども、ほかのところで出た場合に

ですね、そういったおり式の箱わなが熊が入ったと。入った後に破壊されたと

いう事例もあります。そうしますと、やはり専用のわなでなければならないの

かなというふうに考えております。 

 今言った手順というのを一通り踏みます。執着性があって、そこに来ること。

さらに、じゃあそこに来ないように追い払い、熊が嫌がる処置等もする。そこ

に来ないように食べ物も撤去する。こういったことを一通り繰り返してやった

中で、それでも来るということになった場合は、わなの設置というふうな形で

県と協議を進めていくと、こういう手順でございます。 

２ 番 古  谷  ありがとうございます。直近では11月30日に監視カメラに確認をされたとい

うことですけども、この以降ですね、今のところ出てないような気がするんで

すが、まだここにおりが設置はされているでしょうか。虫沢の場合は２週間ぐ

らいたって、確認ができなくなって２週間ぐらいたって撤去をしたんですけど

も、今回、11月30日の出没の後ですね、まだ日が浅いんですけども、まだ設置

してあるのかどうか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

観 光 経 済 課 長  わなの設置状況についてお答えをさせていただきます。11月のですね、一番

最初にそのわなを設置した場所にあっては、11月11日から熊の痕跡等が認めら

れたわけでございますけども、その後、県のほうでも至急に対応していただい

て、わなの設置をいたしました。ただですね、その後、30日に先ほど見たと、

目撃があったという場所については、そのわなの設置の箇所ではございません。

萱沼でございました。そういった状況を県ですぐまた確認をされた後ですね、

12月の２日には撤去を、もう既にわなは撤去をしてございます。 

２ 番 古  谷  分かりました。もう撤去はされたということなんですけども、もう少しです

ね、確認、出没の確認がとれなくなってから、もう少し長い間置いておいてい

ただければなというように考えますけども、これはまた県のほうとの対応の中

でお願いしたいというように思います。 

 それから、ちょっと先に戻っちゃうかもしれませんけども、目撃情報がなぜ
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多いのかということをちょっと考えたところですね、山に食べるものがなくな

って里に来ているのか、生息頭数が増えているのかというちょっと感じました。

これは今、調査がされているので、この辺をですね、待ってみたいというよう

に思います。 

 それと、ちょっと古い話で申し訳ないんですが、私、農協に勤めていまして、

もう三十数年前なんですけども、有害鳥獣の担当という形で、いろいろ仕事を

していましたけども、その頃にはですね、熊の被害というのはなかなか話は聞

いてませんでした。ここ近年、熊の被害が多いのと、当時は鹿のメスは駆除が

できないということで、鹿の被害、イノシシの被害も大分あったというように

記憶しております。現場へですね、確認に行きますと、確かにひどい被害があ

って、すぐに駆除してくださいということで、迅速に駆除ができるように、県

のほうと、当時は県の管理でしたので、やってましたけども、今になって、こ

こできてちょっと思い出したというような経過があります。 

 それでは、２つ目の安全対策の関係に移らさせていただきます。回答の中に

もありましたけども、どうしても秋に出没の傾向が多いという回答もありまし

た。これは冬眠前にですね、栄養を蓄えることが目的で、栗・柿等を食べに来

てるというふうに思いますけども、毎年ですね、このような傾向が繰り返され

るかもしれませんので、秋になる前に地域住民の方に農作業中だとか散歩中、

その辺の注意喚起をすればですね、より安全になっていくんじゃないかと思い

ますけども、これに関して、何か町のほうとして考えていることがあればです

ね、お聞きしたいというように思います。 

観 光 経 済 課 長  お答えいたします。注意喚起についてですが、先ほど来出て、目撃があった

場合の対応、これが自治会さんの回覧、あんしんメール、こういったものを含

めてやっておるわけですけども、やはりこの近年、タイミングがですね、毎年

11月頃に目撃があると、錯誤捕獲等もいろいろな対応をすることが大分集中し

ております。この傾向は、より鮮明になってきておりますので、事前のやっぱ

り注意喚起というのも非常に大事だと思っています。事後で今回いろいろやら

せていただいたんですけども、やはり先に、先んじて皆様にいろいろな情報を
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お渡ししなきゃいけないというふうに感じておりますので、そういうふうに今

後は努めたいと考えております。 

２ 番 古  谷  来年の話になりますけども、ぜひですね、事前に注意喚起のほうをお願いし

たいというふうに思います。 

 それから、有害鳥獣駆除の中で、鹿・イノシシを今、猟友会の方々に協力頂

いて、大分やっていただいておりますが、くくりわなに熊がかかって、二、三

年前もですね、駆除されたという話を聞いてますけども、ここ、くくりわなに

かかった場合には、逃げられる可能性が非常に高いんじゃないかということで、

この辺の対応をですね、緊急にしなきゃいけないという事態になってくると思

います。ですので、急を要する場合のですね、県との対応の仕方についてお伺

いしたいというふうに思います。 

観 光 経 済 課 長  緊急時の対応についてお答えをさせていただきます。今、議員おっしゃって

いただいたくくりわなに間違って、イノシシ・鹿のために設置していたわなに

間違って熊が、ツキノワグマがかかるといった事例は、ここ数年、毎年のよう

に起こっております。この場合ですね、先ほどちょっと申し上げた松田山の場

合、また４年前ですかね、寄地区でもありましたけども、こういった場合でで

すね、１つ目としては山に放獣という流れをうまく作り上げることができたも

のもございます。ただ、そうではなくて、例えば人里に近い、学校に近い、し

かもわなにかかってはいるけども、どうもかかりが浅い。熊の足と鹿、イノシ

シの足の太さは違いますから、どうしてもかかりが浅い。しかも興奮をする。

また時間帯もございます。こういった場合というのは、やはり相当な危険性が

及ぶという判断になろうかと思います。こういった状況というのを前提として、

保護動物でありますから、神奈川県さんのほうと情報共有をして、協議をした

中で、致し方なく捕殺をするという結論に至ることがございます。神奈川県と

の協議では、やはりそういった客観的にどれだけ危険性があるか、こういった

ことをよく御説明をして、最終的に協議結果として対応しなければならないと

いうような、大きい流れとしてはそのようになっております。 

２ 番 古  谷  今、話の中にありました、外れていれば危険ですので、それを一刻も早くで
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すね、何とか処置しなければいけないというふうに思いますので、県とですね、

連携を密にしていただいて、その辺の対応のほうはよろしくお願いしたいと思

います。 

 それとあともう１点ですね、回答の中にありましたように、農地の適正管理

ということであります。これは高齢化等が進んでですね、荒廃地が非常に多く

なってきてるということで、熊だけではありませんけども、鹿・イノシシに対

してもですね、荒廃地があるとどうしても隠れ場所になったり寝床になったり

しておりますので、その辺は農業委員会さんを通じたりですね、しながら、適

正に管理ができるような形をとれるようなことにしていただきたいなというよ

うに思います。 

 それとあと、山のほうにはですね、多分餌になる木が、実がなるようなもの

がないかというように思いますので、この辺もですね、この後、田代議員の一

般質問の中にもちょっとありましたけども、そちらで触れられるかなとは思い

ますけども、植樹なんかも必要になってくるかなというふうに考えております。 

 それからあと、最後にお願いというか、神奈川県とは連携を非常に密にして

いただきながらですね、地域住民の安全確保されるようお願いしたいというふ

うに思いますし、今回の出没もそうですけども、イノシシ・鹿の駆除に関しま

してはですね、担当課また猟友会の皆さんの方々の御協力があって初めて成り

立っているというふうに思いますので、ここでですね、それぞれ皆さんにです

ね、感謝を申し上げたいというように思います。 

 以上で一般質問を終わりにさせていただきます。 

議      長  以上で受付番号第７号、古谷星工人君の一般質問を終わります。 

 録画の操作の間、少しお待ちください。 

 受付番号第８号、田代実君の一般質問を許します。登壇願います。 

５ 番 田  代  それでは、議長の許可を頂きましたので、一般質問をさせていただきます。

受付番号第８号、質問議員、第５番 田代実。件名、令和５年度予算の農林業

施策に対する町独自の支援策について。 

 １、ジビエ処理加工施設は、猟友会への委託を念頭に、令和５年１月から運
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営される。加工された鹿肉とシシ肉は、小田原・箱根の事業所やＪＡ直売所へ

の売り込みを行うとのことであるが、その進捗状況と特産品としての販売戦略

は。 

 ２、農業振興策の１つに新たな作目を考えているとのこと。一方、松田・寄

地区の荒廃農地解消のため、農地にクヌギなどを植栽できる。そこで、町独自

の施策としてレモンやオレンジ、クヌギなどを植栽する補助制度の創設につい

ては。 

 ３、松田町ではツキノワグマが出没している。町は地域住民の命を守るため、

熊の餌の資源となるブナやコナラなどを生息地に植栽するよう、地権者や関係

団体に指導し、支援策を推進することは。 

 以上、この３点の質問に関しましては、昨年の12月議会からこの９月議会ま

で、私が一般質問をして、町長からはそれなりの回答を頂きました。そのよう

な経緯から、今回は一歩踏み込んで、５年度予算で町独自の施策を展開できる

か否かについて、このことをポイントに、町長には明確な回答をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

町      長  それでは、田代議員の御質問に順次お答えを申し上げます。まず、施設は今

月16日に完成を予定しており、完成後は建築基準法の完成検査や食肉処理場の

許可を受けるため、保健所の確認を受けることとなります。また、施設の利用

については、登録を義務づけておりますため、利用者に必要な知識や技術等を

取得いただく講習も開催する予定としております。 

 こうした準備行為、さらに施設の管理委託に関する調整が整い次第、現時点

では来年の２月頃から試験的な運営を開始したいと考えております。施設を開

所する際には、地元の方々に内覧をしていただきますとともに、連携する足柄

上郡の４町、ＪＡかながわ西湘、猟友会さん、及び関係する皆様にお披露目の

場を設ける予定ですので、その節にはよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、１つ目の御質問にお答えいたします。ジビエの販路開拓の進捗状

況ですが、現時点では確実な販路を確保しているというふうには至っていない

ものの、一部地元商店さんより関心を示してくださるお声を伺ってもおります。
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また、以前にも申し述べましたが、本事業は広域で取り組むスケールメリット

を生かしていくことに御理解を頂き、ＪＡかながわ西湘さんにおかれましても

特産品化や販売に関する連携協力を賜ることとなっております。施設が本格的

に稼働する際には、こうした様々な主体と積極的に調整をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 次に、ジビエのブランド化戦略につきましては、ほかの商品との差別化され

た魅力的なネーミングやメディアへの情報発信、事業者への営業活動などが想

定されているところですが、公共においては県下初の施設でもありますので、

まずは安全で良質なジビエの安定的な確保等を目指す中で、魅力的な販路を確

立できるよう取り組んでまいります。 

 ２つ目の質問にお答えをいたします。町独自の施策として、レモン、オレン

ジ等の植栽への補助制度の創設に関しましては、議員が御懸念されている荒廃

農地の拡大が環境安全面に及ぼす影響であると承知しており、これを知恵と工

夫で解消する一案としての御提案と思慮いたします。 

 今後の農業施策については、人・農地プランに係る意見交換等の状況を踏ま

えて、町、農業委員会でも議論を重ねているところでもあります。特に毎年度

実施している農地パトロールの結果からは、担い手の不足により農地の荒廃地

化が進んでいることに鑑み、新規就農者を呼び込むことを一つの柱にし、支援

策の充実を図るとの意見が出ておりますので、農地の集積を進めるとともに、

新規就農者の確保に向けた取組を進めてまいります。 

 御提案のありましたレモン、オレンジ、クヌギ等の植栽への補助制度の創設

については、農業委員会またＪＡかながわ西湘及び県技術センターの専門的な

知見を参考に、営農者の皆様からの御意見を賜りながら新規就農の促進にもつ

ながる取組を研究してまいりたいと考えております。 

 最後に、３つ目の御質問になりますツキノワグマの餌になるブナ、コナラ等

の生息地への植栽促進に向けた支援についてでお答えをいたします。本件につ

きましては、昨年12月にも御質問を頂戴し、様々な問題が提起されたため、県

に申入れを行ったところ、本年８月、専門家を招き、足柄上地域を対象とした
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研修会が県主催で開催されました。この際には、活発的な質疑があり、議員御

質問の回答に資する内容がございましたので、その一部を御紹介いたします。 

 里山よりも魅力ある山の中の植樹、餌場の確保はという質問に対しまして、

県ではスギなどの人工林の間伐や土壌保全を行い、広葉樹等の生育を施してい

ます。また、生息環境を植樹によって改善することは、実際の植樹できる場所

の広がりや、鹿による採食圧などを考えると、現実的ではございません。生息

域となる奥山山地では大きな開発もないため、近年の餌資源上に大きな変化は

ないと考える一方で、人里近くの廃棄果樹等が熊にとって魅力的な餌資源とな

っていることから、人里での防除対策が重要ですとの回答がありました。 

 全国的なデータから、山の恵みが凶作の年は熊の行動範囲が広がり、里山へ

の出没が増加するものは確かでございます。今後も水源環境税や森林環境譲与

税等を活用し、御提案の趣旨を踏まえながら、奥山と里山における森林環境の

向上を図るとともに、人里における放棄果樹や家庭ごみの撤去等を啓発し、人

と熊が共生する環境づくりに取り組んでまいりたいと考えております。以上で

ございます。 

５ 番 田  代  丁寧な御回答、ありがとうございました。それでは、３点について順次再質

問をさせていただきます。 

 初めに、ジビエ処理加工施設の関係です。この施設の整備につきましては、

用地問題はじめ建設費の高騰、再三の補正対応させていただいて、明許繰越し

して今年完成に至るわけです。大変厳しい投資事業であったと思いますが、町

当局の御尽力により完成わずかになりましたこと、敬意を表します。 

 私、この質問をさせていただいたのは、この公共施設は普通の公共施設と違

って、完成後にどのように活用するかが、これがもう最大のポイントだと。有

害獣対策を成功させるには、この施設の成功があって、根本的な解決策につな

がるものだと私は考えております。そのようなことで、完成後のうまくいくた

めに、どのような考えで町はやっているのかということをテーマに質問させて

いただきますので、よろしくお願いします。 

 初めに、完成後に建築基準法の完成検査、食肉処理業の許可、それと施設の
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利用について、利用者に知識や技術を取得するための講習会と、これを事前に

行うというふうなことなんですけど、どのようなスケジュールで行っているの

かと。これが１点目の質問です。 

観 光 経 済 課 長  それでは、スケジュールに関する御質問についてお答えをさせていただきま

す。工事のほうが先ほど申し上げたとおり完成をいたします。そうしますと、

基準法上の確認、また保健所の確認ですね、これを12月中に行います。またで

すね、プラスして、講習も含めた、条例に基づく登録の制度、こういったもの

をさせていただくつもりでおります。これは１月に保健所さんのほうの講習、

またジビエの処理のスキルアップ、プラスアルファの部分についての講習も、

ジビエ振興協会さんという組織がございますけども、今そちらと調整をして、

１月、２月にかけてやっていきたいというふうには考えております。そうしま

すと、最初、当初１月というお話を申し上げていたんですが、工期の遅れも含

めて、ちょっと２月からのスタートということで今のところ考えております。 

５ 番 田  代  １月までのスケジュール、大体分かりました。次に、２月からです。２月か

ら試験的な運営、これ、私も今、冒頭お話ししたとおり、販売、鹿肉の販売が

大きなポイントです。保健所とかジビエ協会ですか、そういったところを招い

て、解体の講習会ということですよね。そこまで理解できます。この後なんで

すよ、私がここで質問してるのは。当然、売る場合に、スーパーとかいろいろ

なのを見てみますと、商品の品質表示ということで、真空パックしたものに生

産地、材料名、販売責任者、賞味期限、こういったものが大体ついているわけ

ですよ。今回の肉というのは、当然これがつかなければ、いろんな面で難しい

と思います。それ以外に販売上のいろんな諸注意、それと販売するために、こ

こで言うと試験的な運営と言ってます。そのためにはチラシとかリーフレット、

そういったものを民間であれば、もう建物を造り始めたと同時に販売戦略を行

ってます。役所ですから、そこまでは難しいと私は思います。作るまでも大変

だったんでね、そこまでは申し上げませんけど、ここで試験運営ということは、

もうそれに集中してやっていかなければいけないという中で、今、私のお話し

した表示面の内容、あとはチラシ、リーフレット、それをどういうふうに猟友
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会と連携してやっていくのか。その辺についてのお考えをお願いいたします。 

観 光 経 済 課 長  完成後の販売に向けての取組でございます。お話のありました、まず生産の

情報につきましては、今回の整備の中でですね、いろいろなものを売るときに

表示がラベリング、こういった機械等も用意はしております。試験的な期間に

おきましては、先ほどおっしゃっていただいた商品としての販売戦略で、どう

いうふうにＰＲを打つかというところまでは、２月の時点ではまだ至らないと

考えております。と申しますのは、試験的なというこのものが始まったときに、

どれだけ安定的に施設を御利用いただけるか。これは事前の講習でもやるわけ

ですけども、始まる際にはこういったところをより徹底していく期間かなと。

２月、３月程度を調整の中で頂ければなというふうには考えています。最終的

にこれを広域でやっていく中で、よく議論しながら戦略というのをよりよいも

のにしていきたいと考えております。 

５ 番 田  代  時間の関係で、そこまでいってないということで、今、言ってますけれども、

前回の３月の質問の回答文、町長も課長も十分承知されていると思いますけれ

ども、１点目はＪＡかながわの直売所、それと小田原・箱根の事業所、そこに

売り込んでいくんだという表現であったのが、今回の回答ですと、売り込むに

はリーフレットなりチラシがなければ駄目です。それと、そういった具体的な

表示、そういった品質表示が示されるものが、ある程度もうこの段階で固まっ

てないと難しいと思います。それが今回は、一部地元の商店さんよりも関心を

示してくださるというお声も頂いておりますということで、昨年の12月の私の

質問からすると、すごい後退しているようなイメージです。それに対して、今

この辺はそういうふうに取り組んでいくと言われたんだけれども、どこまで進

んでますか。まずそれについて回答ください。 

観 光 経 済 課 長  販路の調整状況、特にＪＡさんと小田原等のということで、前申し述べた状

況について御報告をいたします。ＪＡさんとは、販路等も含めてですね、先ほ

ど答弁書で申し述べた内容というものを協定書を結ばさせていただきました。

より、ここで確約的な部分になっていようかと思っております。ただ、量的な

ものとか、供給を含めてですね、ここの細かい調整というのは、じゃあどうな
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んだと言われたときに、まだしっかりとお答えすることができない部分があっ

て、ということでございます。 

 ２点目の小田原等の事業所、こういったところに関しましては、もともとＪ

Ａさんがいろいろつながりもあるよというところでお伺いをしておったわけで

すけども、さらに地元の金融機関さんからもですね、こういったところへの営

業的な部分について御協力を頂ける旨の話を頂いております。つきましては、

小田原・箱根のじゃあどこというところは、まだ申し上げられません。以上で

す。 

５ 番 田  代  回答ありがとうございます。先ほども私、話したように、一つ一つステップ

アップしていくのに、足場を固めなければいけないと。そういう中でどういう

展望かというふうな質問をさせていただいています。ですから、今の課長の回

答はそれで結構です。 

 ただ１点、ＪＡの直売所は朝ドレでよろしいですよね。販売していくという、

前回の私の質問では、ＪＡの直売所で販売。それを受けると、ＪＡ直売所の朝

ドレで販売するための協定書を締結したと、このように理解してよろしいでし

ょうか。 

観 光 経 済 課 長  すみません。言葉のちょっと適切であったかあれですけども、個別ではござ

いません。全体としての包括的な協定の中で、その項目を入れさせていただき

ました。 

５ 番 田  代  ありがとうございます。私もそう思いました。朝ドレ、現場を私、何回か見

てます。うちでも農産物があるから、一度ＪＡに売ってもらえないかなって話

したら、年に２回なんですよね。農家が朝ドレで売るために新規参入するには、

ちょっと月がね、自信ないんだけど、６月と12月というふうな聞いたような気

がします。そのぐらいまでに申請すると、半年間、いいですよということで、

空いていれば、売り場が空いていれば。それで、それから更新、更新でいくよ

うなんですよ。見ると、冷蔵食品ですから、もう既にたくさんの地場の冷蔵食

品が置いてあります。そこに入っていくのというのは、ちょっと厳しいかなっ

て感じがして、どのように直売所で販売されるのかなっていうふうに感じたも
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ので、今、質問させていただいたんですけど、現時点の情報で、その件に対し

て何か情報がありましたら、お知らせください。 

観 光 経 済 課 長  現時点の情報ということでございます。私も当然現場は…現場というか、店

舗のほうを見させていただいております。その確認した中では、既にいろいろ

な商品が入っていることも承知はしております。ただ、先ほどＪＡさんとの話

は協定で結んだこととですね、プラスＪＡさんとのお話合いの中で、具体的に

その場所も含めたお名前が出たこともございます。そういった意味で、前向き

に御検討いただければと。ＪＡさん、いろんなまたパターンがありますので、

いろんなところ、そこだけに限らず調整をしてまいりたいと考えています。 

５ 番 田  代  分かりました。そういったことで、人的支援、いろんな面でお願いしたいと

思います。 

 最後に、私、地元議員として御質問したいのが、例えばこれ、事業名で言う

と、松田町ジビエ処理加工施設という名称が正式名称になるのかなって感じし

ます。前回も12月で質問したとおり、親しみやすい愛称、地元で言うと何かマ

イナーなものを押しつけられてしまった。だから何か大きい看板に、皆さんに

認知されてかわいがられる施設、そういうふうなことで、愛称、名前をつける

というふうに回答頂いています。その件に関してはどのようななっているでし

ょうか。 

観 光 経 済 課 長  愛称の件につきましては、当然記憶をしてございます。施設がもうすぐ完成

をここで控えております。先ほど申し上げたように、２月にはある程度お披露

目をさせていただくタイミングかなと。これまでの間にしっかり愛称を定めて

いくつもりです。広域でやっているという中では、担当課長の会議を12月中に

行う予定でございます。この後に協議会を設立して、全体的に首長を含めた中

で合意を図って名前を決めていくという予定でございます。 

５ 番 田  代  今のお話ですと、お披露目、４町の共同施設ですから、お披露目を行うと。

そのときに発表されるということでよろしいですか。はい、ありがとうござい

ます。１点目については、先ほど申し上げましたように、町行政の人的支援と

いうことで、いろいろ成功するために質問させていただきました。これに対し
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てトップである町長のお考えをお願いしたいと思います。 

町      長  今御質問頂いた件については、担当課長が話をしたとおりでございます。や

はり行政が主導してやっていくべきものを、やっぱり官民連携で一緒にやって

いこうという姿勢がありますから、私の場合はほかの指定管理だとかいうこと

も、常に伴走型だというふうなことを言っております。ですので、やっていた

だいている民間の方々に、極度な負担がないように、当然行政支援、また人的

な支援、あとは提案だとか、あとは先ほど言われる販路の拡大の営業だとか、

そういったことは町が責任を持ってやっていかなきゃいけないかなというふう

に思っております。 

 また、販売のことについて、今のところ一つずつ、いろんなことを重ねて一

つずつ今、事務のほうも進めているところでもあります。やはりコロナでなか

なかいろんな人に会うのが少なくあった時期もありますけども、この連携で、

この場所にですね、造らせていただいているということは、このかいわいの経

済界の方々もよく御存じです。お会いした際には、いつ頃できるのというよう

な話とか、いつ頃から供給できるのかなという話を常に頂いていて、どっちか

といえば今現在調整中なので待ってくださいという話をしているところでもご

ざいます。また、せんだって、小田急電鉄さんのほうに、社長にお会いしに行

きました。その際にもですね、いろんな話の中から、今、ハンターの育成等々

にも小田急さんも取組されている中でですね、ジビエの処理加工施設が我々も

できますので、ぜひ小田急グループのほうの食材としても扱っていただきたい

というふうな、これは社長と私の口頭の話ですけどもね、そんな話もさせてい

ただいております。ですので、非常に全体的に期待をされているところですの

で、今後町としてもしっかりと支援をしてまいりたいというふうに考えており

ます。以上です。 

５ 番 田  代  町長、ありがとうございます。今お話のあったように、町長はトップですの

で、トップとしての外交、トップセールスに努めていただいて、このジビエの

販売について成功を導いていただきたいと思います。 

 一方の担当課については、大変だと思いますけれども、ここからが私、勝負
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だと思います。施設を造るのはお金を出せばできます。先ほどお話があったよ

うに、官民連携でやっていく。そのためには、このジビエは本当に特殊ですよ。

ハンター、猟をされる方が高齢化になってる。寄も松田も。その中で今、一生

懸命宣伝して、ハンター塾をやったり講習会をやったり、外に発信しているか

ら、若い人が入り始めていると聞いています。やはり販売先があって、しっか

り経済的なものがセットになれば、もう少し後継者を呼び込める。そのために

は、この加工施設をどういうふうに販売するか。公共施設は完成したらもう指

定管理者にお任せするのと、私は今、違うと申し上げましたのは、それを支え

る方、そういった方が一緒にセットでやっていかなければいけない。そのため

にはいろいろ大変だと思いますが、その辺の気配りをしながら、うまく販売で

きるようなソフトを委託先の団体と情報交換、キャッチボールをしながら、成

功させていただきたいと思います。以上が１点目です。 

 ２点目の質問です。町独自の施策としてのレモン、オレンジ等の植栽への補

助と。これについては私は財政的な支援というふうなことで質問させていただ

きました。それで、残念だったのが、ここの回答の、担い手の不足から農地の

荒廃化が進んでいることに鑑み、新規就農者を呼び込むことを一つの柱にし、

支援策の充実を図るとする意見が出ております。これは人・農地プランの意見

交換会ですね。農地の集積を進めるとともに、新規就農者の確保に向けた取組

を進めてまいります。これ、全然私は分からないです。 

 まず聞きたいのが、新規就農者、呼び込めます。あと、作目、どうされます。

農業委員会なり、農地を担当する観光経済課で、いろいろ施策あると思います。

私は農家の一員として、新規就農者を呼び込む。ほんとこれ、できるの。もし

呼び込むんだったら、何の作目をやるのか。これについてまずお答え願います。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。答弁の中で、先ほど新規就農を呼び込むとい

うところが人・農地プランのところからかという話でございましたけれども、

議論を重ねている場所としては、町の農業委員会でございます。新規就農を呼

べるかどうかということに関しましては、松田町では議員おっしゃるとおり非

常に中山間地であり、新規就農を呼び込むのがなかなか難しい状況にあります。
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プラス、作物の問題も課題として認識をしてございます。ただ、農業委員会で

の議論の中でもございますけれども、やはり新規就農に係るですね、いろいろ

なバックアップ、支援体制というものが松田町はなかなか薄いということもあ

ります。ほかの町と比べてそういうところもありますので、そういった側面か

ら議論を進めているところでございます。 

５ 番 田  代  この回答の結びの部分ですよね。私は、レモン、オレンジ、またクヌギも荒

廃対策の一環として入れております。これに対する町独自の予算、それを５年

度で見てもらえないかって質問してます。それに対して最後の結び、レモンや

オレンジ、クヌギ等の植栽への補助制度の創設については、農業委員会、ＪＡ

かながわ西湘、及び県技術センターの専門的な知見を参考に、営農者の皆様か

らの御意見等を賜りながら、新規就農の促進にもつながる取組を、ここです、

研究してまいりたいと思います。いつまで研究して、いつ回答を出すんですか。 

観 光 経 済 課 長  今の御質問に対してお答えをいたしますと、今現在まだ研究をしている最中

でございます。農業委員会の中でもいろいろな議論は出ておりますけども、妥

当なものの着地点がまだ見据えられない。こういったところも踏まえて、この

ような回答をさせていただきました。 

５ 番 田  代  前回も多分そういった回答だったと思います。今のペースでいくと、ますま

す荒廃地化は進みます。私の個人的な見解ですけど、新規就農者が現れる。そ

れは何をやるかというと、トマト、イチゴ等の施設園芸かと思います。施設園

芸であれば生活できます。御存じのように、松田地区は柑橘、寄地区はお茶、

皆さんやってます。昔はもうかりました。もうもうからないから、やり手がな

くなってます。だからどうするの。私は寄のことはあまり細かいことは分かり

ませんので、松田地区についてはレモン、オレンジ、両方の共通についてはク

ヌギ、そういったことを町独自の予算で補助支援をできないかという質問です。

これに対して町長、どういうふうにお考えでしょうか。 

町      長  今御質問頂いた件にお答えをいたします。先ほど課長から話をさせていただ

いたとおりですね、今、研究中というふうなことでもありますけれども、今、

農業委員会さんを中心に、本当に人・農地プランを作るに当たってもそうです
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し、そこでやっぱり今の荒廃地をしっかりとやっていかなきゃいけないという

思いは、これは田代議員も御存じのことであると思います。その方々の意見を

やっぱり踏まえつつ、なおにですね、やはり農協さんだったりだとか、県の担

当の方々に、やはり松田山に沿って、できるものはこういうことがあるよとい

うような話は当然聞いているわけなんですけども、先ほどちょっと言われた、

もうかるという一つのキーワード、要は持続可能な農業をしていくためには何

が一番必要なのかということで、一般的に湘南しおさいレモンとかいうことで、

情報は頂いています。それがいいのかどうか、いうことも今、研究…研究とい

うか、検討もしていただいているので、その辺の答えをしっかり待った上でで

すね、適切な対応をしてまいりたいとは考えております。以上です。 

５ 番 田  代  回答ありがとうございました。私、２つに分けているんですよ。農業という

捉え方を、先ほど申しましたとおり、専業で食べていく。それには新規就農者。

新規就農者でできるものは、先ほど話したように施設園芸、または大規模な観

光農園、あまり数は少ないのかなというふうに考えています。一方で、私は今

回現実論としてお話ししているのが、兼業農家の、松田の兼業農家の問題なん

ですよ。もう専業で食べている人はほとんどいない。兼業でも、ある程度確定

申告をしている前向きな農家と、もう自家用野菜、面積要件は10アール以上の

農地を持っていて、農家としての権利はあるけれども、全然もうそれは生活の

糧にはしてない。自分で野菜作ったり、ミカン作ったりして食べればいいと。

その中で、急傾斜の場所の農地はだんだん荒廃化が進んでいる。そのためにど

うするのという質問を再三しております。農業委員会でこうだ、または農業委

員会で意見交換してる。内容は大体、私、承知してます。人・農地プラン、

人・農地プランと、皆さん回答を町側はされてますけれども、どれだけの内容

なのかなと。今現在。ちょっと現実と離れた、ひとり歩きしている、言葉がひ

とり歩きしているものだと感じます。 

 私は今話したように、兼業農家の方で年代で言うと多分昭和40年代までが勝

負かなと。あと10年です。10年以内に荒廃農地になりそうなところ、もうミカ

ンできないよ、またはお茶ができないよというところで、隣接地の農家の承諾
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を得られれば、クヌギ植えられるんですよね。クヌギを植えれば、５年で手が

離れます。10年に一遍伐採して、キノコの原木とれます。また、まきストーブ

の材料にもなります。この５年間ぐらいで手をつけないと、兼業農家の後継者

でも、私はやる人が少ないと思います。私は個人個人、農家の情報を持ってま

すから、いろんな農家の人と話します。もう私の代で終わりだよというのが

我々の年代です。我が家のことを話して恐縮ですけど、うちは息子が敷地内同

居してます。農業は継がないという条件で家に入ってます。ですから、私もあ

と10年もつのかなと。 

 似たような例が実際に松田地区でも寄地区でも、同じだと思うんですよね。

そのために、令和５年予算、これで短期的な決戦、長期的に研究するのは、そ

れはそれでいいですよ。ただ、今、短期的な決戦として、今やらなければ農地

はますます荒廃化します。その中で私は、くどいようですけれども、レモン、

オレンジ、クヌギ、これに対して令和５年度で予算をつけられるかどうか。こ

れについて町長、回答をお願いいたします。 

町      長  予算の関係なので、私のほうですけども。予算を編成するに当たっては、総

合的な観点からやっていきたいというふうのは、全体的なこととして考えてお

ります。ですので、いつも農業系の予算をつけるに当たっては、個々の意見と

いうよりも、農業委員会さんのほうからお話し頂いたりだとか、そういった格

好で今までは対応してきたというふうな記憶をしております。ですので、この

御意見を頂いて、農業委員会さんにもよく話を聞いた上で、中で必要性を訴え

ていただけるようなことであるのであれば、どこから手をつけるかというのは

当然ありますけども、試験的に進めるところもあるでしょうし、何かしらの対

応を、その意見をもとにやっていきたいというふうに考えております。以上で

す。 

５ 番 田  代  回答ありがとうございます。確かに町長の立場とすれば、やはり農業委員会

を差し置いてということはできないと思いますから、農業委員会といろいろ議

論されて行っていただきたいと思います。 

 ただ、やっぱり町側でもしっかりとした理念を持って農業委員会と議論して
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いただきたいと思います。農業委員会がこう言うからこうなんだではないと思

います。農業政策は町長が立案するもの。農業委員会はまた別の、農家の一つ

の考えでございますので、その辺を大いに議論して、結論的にはジビエと同じ

なんですけれども、今が大事です。一歩進めて対応していく。それについて大

いなる議論を期待して、令和５年度予算で何らかの方向性がつくことを期待さ

せていただきます。 

 最後に、ツキノワグマの関係ですね。前者が質問は、熊が出たときの対応、

そういったものについて回答をしていただいております。事実、松田山で、先

ほどの課長の前者の回答に対して、令和４年度、今年度は目撃情報なしと。昨

年の12月、私の住んでいる根石、大沢という松田地区で一番大きい沢がありま

す。その人里から200メーターぐらいのところですね。沢沿いで熊が出没して

います。私はその近くに畑持っています。でも、それから山に行くのが怖くな

りました。怖いですよ。皆さん、人ごとで言われているかもしれないけれども、

寄で生活している人が自分の近くで熊が出た。私の場合は、自分の畑の近くで

熊が出た。はっきり言って、行きたくないですよ。それも荒廃農地の増加につ

ながると思います。苦労して行ったって、もう安いミカンだ、安いお茶、そん

なの作るんだったら、ひっぽっちゃったほうがいいよと。 

そういうことを前提に、前者は対策だったんですけども、私はやはり熊が人

里に出ないための対応。この回答文でもそうですし、前者の内容でもそうなん

ですけど、出たらどうする。人里に出たらどうする。餌になるようなものをあ

まり置いていくな。家庭ごみの撤去。そういったものをやっていくと。里山に

対する回答が私の場合もほとんどなんですよね。私は奥山。前回の質問で、奥

山で…私の認識しているのと今、町長が回答があったこのあれが決定的に違う

のが、奥山でナラとかコナラ、それがもう結構太くなって、枯れ始めている。

立ち枯れになっている。だから餌がなくなっている。課長、よろしいですか。

町長、よろしいですか。ここだと県の人が言うのには、ちょっと私のあれとニ

ュアンスが違うんですけれども、奥山で餌がなくなっているんですよね。凶作

のときになくなっている。凶作だけじゃないんですよね。木がもうだんだん体
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力がなくなっているから、コナラとかナラ、そういったものを更新しなきゃい

けない時期。樹齢が行き過ぎているから立ち枯れしている。だから餌がなくな

っている。その結果、熊は餌のあるところにだんだん降りてくる。それで、お

いしいから、極端に言うと住み着いてしまう。その辺。奥山に帰らないんです

よね。 

 結びの部分で、人と熊が共生する環境づくりに取り組んでまいります。とこ

ろが、奥山のことは何も書いてないんですよね。極端に言うと、奥山にナラと

かコナラ、それも少し大きくしたものを植栽して、鹿に遭わないように、周り

を針金のフェンスみたいなのありますよね。そういうもので囲っていけば、必

ず育つはずなんですよ。そのことに対しての回答が何もない。これに対して、

町長、どういうふうなお考えでいらっしゃいますか。 

町      長  じゃあ、私のほうから。昨年、田代議員から質問がありまして、私なりに、

それは御自宅の近くの話の先ほどありましたように、これは危険だと。当然で

すけど。思って、県のほうに打診をして。ちょっと時間かかりましたけども、

今年の８月に県主催のということで、話をさせていただきました。そのときに

頂いた資料、当然ここにあるわけなんですけども、そのときに話をされたのが、

東京農工大学院さんの小池教授さんということでありました。この方のいろい

ろ調べたのが、ちょっと古いデータではありましたけども、非常に凶作だから

降りてくる。豊作だから大丈夫だというような回答ではなくてですね、比較的

にもう現状、山の中は意外と荒れている。荒れてしまっているというようなこ

ともありつつ、でも、もう山奥ですよね。奥山。奥山にいるはずのものが里山

に降りてきていて、人里に現状ちょこちょこ来ているということのような状況

をお伺いしました。 

 そこで、今回の田代議員の御質問の中で、今、奥山の話をされているという

ふうなことは私も承知はしておる中での回答をさせていただきました。奥山と

いうのはどこからが奥山なのかというところも当然あるにしてもですね、今、

林道を整備するに当たって、林道整備から、林道から約300メーターぐらいの

ところの範囲を間伐をされたりだとか、木を出してきたりだとかいうことで、
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水源環境税と譲与税を使って、おのおの今、対応しているというふうなことで

もございます。ですので、それを越えた、さらにもっと奥のほうにというふう

な話で言うと、この辺はですね、実際どの辺に、要は里山にそれを植えたとこ

ろで、人里に近いわけですよね。要は呼び込む形になるので、もっと奥のとこ

ろにやらなきゃいけないということについては、では、じゃあどの辺に、どう

いった財源をもって、どうやった格好でやっていくかというふうなこと、やら

なきゃいけないのは認識している中でも、ある意味、軽はずみにやりますとは

言えないような状況の場所でもありますので、そこら辺はよくよく県とも調整

しながら、効果的に、ましてや町の財源を使うのか、県の財源を使うのか、そ

の辺のこととかを調整しながらやっていくべきじゃないかというふうに考えて

います。以上です。 

５ 番 田  代  前回12月の回答は、町の回答は、そういった奥山について、調査をしていき

たいという回答だったんです。それを踏まえて私は今回質問しているんです。

それがやっぱり戻ってしまったような感じなんですよ。とにかく、調査をして、

どこに植えるんだ。一番のもとですよね。根本的なものです。それについて、

町長、いかがでしょうか。 

町      長  その件もですね、この会議…このときに、データが要は古かったですよね。

回答の中でも、質疑が活発にと話しましたけど、ほとんどの質疑は私です。私

が質疑をさせていただいて、今後どうするんですかと。例えばこっちで捕まっ

ていたものを放獣するにしても、ＧＰＳをつけてないという話もありました。

どうしてつけないんですかと。つけないと管理できないでしょうという話もし

た中で、今年からかけてですね、調査をしますというようなことをひねり出し

てきたというふうな状況もあります。県も、やはり古いデータでは我々にやっ

ぱりまともな回答ができないということを察してくれたところもありますので、

今後、県の対応がですね、我々が質問した内容に沿った格好で上がってくるこ

とを今現状、期待をしているところもありますので、田代議員の御質問につい

ては、同じ思いの中で今進めているということで御理解ください。以上です。 

５ 番 田  代  やはり実態が分かってないと一歩進めないということで、どこの部分にコナ
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ラ、ナラ、そういった熊の餌となるものを植栽して更新していくか。これにつ

いて５年度予算で調査していただけないでしょうか。町長、いかがでしょうか。 

町      長  現状申しますと、この問題は松田町だけの問題だというふうには思ってませ

ん。ただ、松田町の町民を守っていくのは私の仕事だというのは当然承知をし

ています。ですので、これはね、県とよく調整をしながらといいましょうかね、

そこの中で、松田町であればここの、町域のここに植えたらいいですよという

ふうな答えが出れば、当然松田町がやらなきゃいけないかも分かりませんし、

その財源の半分を県から持ってくるなり何なりという方法はあろうかと思いま

す。私の考え方は、町だけの問題じゃないというところの中で、そこのポイン

トがあるんだったら町がやるべきだというふうに考えていますので、これが５

年度の予算に組み込めるかどうかというのは、今ここではちょっとなかなかと。

以上です。 

５ 番 田  代  あと１分になったので、最後まとめたいと思います。隣の秦野市、山北、伊

勢原、同様な問題が起こっています。そういった町も一斉に調査をして、それ

でみんなで県に働きかける。前回もそういった回答で、県と連携した中でとい

うことがありましたので、その辺も含めて、スピード感を持つ町長であります

ので、ぜひお願いしたいと思います。 

 あと、最後に一言だけ。今、熊の人的な、熊の被害になってる人はまだいな

いと思います。ただ、根本的なものが解決されてないので、これから人が被害

になる可能性があります。町民の命を守るために、町長、前向きにぜひ取り組

んでいただきたいと思います。よろしくお願いします。終わります。 

議      長  以上で受付番号第８号、田代実君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。午前10時40分より、大会議室において議員及び町長ほか補

助説明者のみの議会全員協議会を開催しますので、定刻までに御参集ください

ますようお願いいたします。また、休憩中に昼食をとってください。午後は１

時より再開いたします。                  （10時29分） 

議      長  休憩を解いて再開します。                （13時00分） 

 日程第２「議案第41号松田町個人情報の保護に関する法律施行条例」につい
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て、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第41号松田町個人情報の保護に関する法律施行条例を別紙のとおり制定

する。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律に

おいて、個人情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４月１日以降は、

新法による全国共通の規定が直接適用されることから、現行の松田町個人情報

保護条例を廃止し、新法の施行に際して必要となる法で委任された事項等を規

定するため提案するものでございます。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それではですね、議案第41号松田町個人情報の保護に関する法律施行条例に

ついて御説明させていただきます。恐れ入ります。それでは議案を１枚おめく

りくださいませ。この松田町個人情報保護に関する法律施行条例は、新規条例

となりますので、各条ごとに要点を説明させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 第１条でございます。第１条は趣旨について定めたものでございます。令和

５年４月１日より適用されます改正後の個人情報の保護に関する法律の施行に

関し、必要な事項を定めるため制定するものでございます。 

 続きまして第２条でございます。第２条につきましては、使用する用語につ

いて定めているものでございます。第１項では実施機関を、第２項では本条例

で使用する用語を定めたものでございます。 

 第３条。第３条は登録簿についての規定でございます。第３条の登録簿は、

個人情報事務登録簿について定めたものでございます。第１項では、第１号、

個人情報取扱事務の名称から第７号、その他必要な事項まで、登録簿に記載す

る事項を定めております。第２項では、前項において規定されている行政文書

のうち除外するものを定めております。 

 恐れ入ります。次ページをお願いいたします。第３項から第５項につきまし

て、第３項は個人情報取扱事務を開始したときは個人情報事務登録簿の登録を、
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第４項は個人情報取扱事務を廃止したときは個人情報取扱事務に係る登録の抹

消を、第５項は個人情報事務登録簿の閲覧について定めております。 

 第４条では、開示請求に係る手数料等について定めたものでございます。第

１項は開示請求に係る手数料は無料とし、第２項では写しの作成及び送付に要

する費用のみを徴収する旨を規定しております。 

 第５条では、開示請求書の記載事項について規定しております。 

 第６条では、開示決定等の期限について定めたものでございます。第１項で

は、開示決定等の期限を規定しております。第２項では、恐れ入ります。次ペ

ージのほうに続きます。前項の期限について、30日以内に限り延長できる旨の

規定をしております。この場合、延長後の期間及び延長の理由を書面にて通知

するものと規定しております。 

 第７条、開示決定等の期限の特例として、前条で規定されている期限以内に

開示決定等をすることにより、事務の遂行に著しい障害が生じるおそれがある

場合は、特例として分割して開示決定を行うことができる旨を規定しておりま

す。第１号ではこの規定を適用する旨及び理由を、第２号では残りの保有個人

情報について開示決定等をする期限を書面により通知するものとしております。 

 第８条では、訂正請求書の記載事項について規定しております。 

 第９条では、訂正決定等の期限について定めたものでございます。第１項で

は訂正決定等の期限を規定しております。第２項では、前項の期限について、

30日以内に限り延長できる旨を規定しております。この場合、延長後の期間及

び延長の理由を書面にて通知するものと規定しております。 

 恐れ入ります。次ページをお願いいたします。第10条では、利用停止請求書

の記載事項について規定しております。 

 第11条では、利用停止決定等の期限について定めたものでございます。第１

項では、利用停止決定等の期限を規定しております。第２項では、前項の期限

について30日以内に限り延長できる旨の規定をしています。その場合、延長後

の期間及びその理由を書面により通知するものと規定しております。 

 第12条では、松田町情報公開・個人情報保護審査会への諮問について定めた
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ものでございます。第１号から第３号に規定する事項に関して、個人情報の適

正な取扱を確保するため、専門的な知見に基づく意見を聞くことが特に必要で

ある場合には諮問することができる旨を規定しております。 

 第13条では、ほかの条例と同様に委任規定を設けております。 

 恐れ入ります。次ページのほうをお願いいたします。附則、施行期日でござ

います。第１項では、この条例は、根拠法である改正後の個人情報の保護に関

する法律の適用日と同日の施行とさせていただくものでございます。また、第

２号では、この条例の施行に伴い、現行の松田町個人情報保護条例を廃止する

ものでございます。 

 第３項では、経過措置として、この条例の施行以前に、第１号では実施機関

の職員、第２号では委託事業者及び指定管理者が知り得た個人情報に係る秘密

保持義務について、この条例の施行後においても従前の例による旨を規定して

おります。 

 第４項では、この条例の施行前にされた開示請求、訂正請求及び利用停止請

求に関する取扱について、施行後においても従前の例による旨を規定しており

ます。 

 第５項では、現在の個人情報保護審査会の委員の任期について、この条例の

施行日前日までとする旨を規定しております。 

 恐れ入ります。次ページをお願いいたします。第６項では、この条例の施行

以前に個人情報保護審査会の委員であった者が知り得た個人情報に係る秘密保

持義務について、この条例の施行後においても従前の例による旨を規定してお

ります。 

 第７項及び第８項では、この条例の施行以前に、第１号では実施機関の職員、

第２号では委託事業者及び指定管理者が保有していた行政文書及び知り得た個

人情報について、この条例の施行後に正当な理由なく提供した場合に、引き続

き罰則が適用される旨を規定しております。 

 また、第９項では、本町の区域外において罪を犯した者についても、前２項

の規定が適用される旨を規定しております。 
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 第10項では、旧条例の廃止前の違反行為に対する罰則の適用について、従前

の例による旨を規定しております。 

 次ページをお願いいたします。第11項及び第12項については、この条例の施

行に伴い、引用関係の修正が必要な条例についての一部改正に係る規定を設け

ております。 

 恐れ入りますが、次ページの参考資料１をお願いいたします。松田町の公の

施設の指定管理者の指定手続等に関する条例、附則第11条関係の新旧対照表を

御覧ください。左が改正案でございます。左改正案を、現行の個人情報の取扱

から左の改正案に改めるものでございます。 

 恐れ入りますが、もう１枚ページをおめくりください。松田町自治基本条例

附則第12条関係でございます。こちらも同様にですね、左側改正案のほうを御

覧ください。第21条の個人情報保護について、次のように新しく改め直すもの

でございます。 

 恐れ入ります。１枚おめくり…議案本文７にお戻りください。ただいま第12

項の第21条まで全て説明をさせていただきました。なお、すみません、参考資

料、次のページの参考資料の１と参考資料の２は規則を定めております。参考

資料の３は、３、４は全員協議会で御説明を申し上げました10月、11月全協で

申しました全員協議会の資料を添付しておりますので、後ほど御高覧頂ければ

と思います。 

 説明は以上となります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。それでは、これより質疑に入ります。 

 ございませんか。 

１１番 寺  嶋  新規条例ということで。１つはですね、法律施行条例、第１条のこの条例の

法律の施行に関し必要な事項を定めるものということなんですけども、必要な

事項っていうのは、１条からこの12条まである、この…12条だよね。まである

んですけども、このことを言ってるんでしょうか。その、この出てる条例のこ

とを言ってるのか。それが１点。 

 あと、それから国のほうの個人情報保護、提案理由の中で、個人情報の保護
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…個人情報の改定なんですけども、改定によってですね、今まで町の従来の法

律、条例の中で、２点ほどあるんですけども、個人情報の保護が重要だという

ことやね、個人情報の尊厳ですね、保つこと。それから基本的人権とかの擁護、

こういうことが挙げられておりますけれども、今度の法改定でどのような位置

づけに変わったのかということが１つですね。 

 それから、行政が持つ情報の中で、民間…行政の個人情報を民間に提供する

というような場合は、匿名加工した情報であればね、何かこういうのが有効だ

みたいな、そういうこと、内容なんですけども、そうした場合、情報漏えいの

懸念というのが相当出てくると思うんですけども、この辺について担保されて

いるのでしょうか。以上お伺いします。 

総  務  課  長  まず１点、今回のこの条例の規定は、第１条から第12条までかという御質問

だと思いますが、第１条から第13条までがこの法律の改正に伴って条例を規定

をさせていただくような形でございます。 

 それから、２点目の質問でございます。法改正に伴って、要は今回この法律

の趣旨がですね、今まで個人情報に関する規定とか運用というのが、国の行政

機関であったり、独立行政法人であったり、民間事業者とか、あと地方公共団

体で、それぞれ個人情報に関する規定とか運用が相違がいろいろありました。

ただ、これはそういうような取扱はまずいということで、国のほうで今回この

個人情報の保護に関する法律というのを、新法を改正されて、これで全て日本

全国、国の機関も民間事業者も、地方公共団体も同一のルールのもと、条例を

作っていこうと、適用していこうという形での対応になっております。 

 それからもう一つ、最後の御質問の開示請求のお話でございますが、今回匿

名加工の関係ですよね。匿名加工の関係につきましては、今回うちのほうの町

の条例については、匿名加工情報の利用を行わないため、今回は規定をしてお

りません。基本的にまだこれは経過措置でございますので、経過措置期間中の

導入は見送るような形で今回は条例のほうには規定をしておりません。以上で

ございます。 

１１番 寺  嶋  終わります。 
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議      長  ほかに。 

１０番 齋  藤  ちょっとお聞きします。これらが入っているものに関してのセキュリティー

はどのようになっているんですか。 

総  務  課  長  開示等はこれから請求があって、その開示が妥当なものであるんであれば、

請求をさせて…法律の決まった中での提供という形になると思います。その提

供方法については、従来どおり書面等でコピーをする方法とか、あと場合によ

ってはＣＤ－ＲＯＭみたいな形での提供という形になると思いますが、もちろ

んそこら辺の状況についても、万全の情報セキュリティー、その条例の中でと

った形でのちゃんと加工をさせて…加工というか、開示ができる部分について

対応するような形で、情報については万全という形でやらさせていただく予定

でございます。以上です。 

１０番 齋  藤  それらが入っているものは、サーバーの中に入っているんですか。もともと

の情報データというのは。 

総  務  課  長  まだこれはですね、もちろんこの条例が通った後のお話で、今現在まだそう

いうような形でのデータ等はまだ作ってない状況です。今現在のある、各提供

情報開示の提供するようなデータとしては、まだ作り上げてないような状況で

ございます。 

１０番 齋  藤  どっちみちコンピューターの中に入れ込んでいく、ある部分だと思うんです

けれども、先般も大阪でしたっけ、何か医療機関にハッキングされてというよ

うなものも出たりしている状況下の中なので、セキュリティーはものすごくし

ていただきたいなという部分があるんですよ。それで、今、これからいろいろ

また作っていかれるというんですけど、当町としても、この前ちょっとデジタ

ル庁のほうに問合せかけましたら、ハッキングに対して対抗していくホワイト

ハッカーというのは御存じですか。ホワイトハッカーの育成を実は国はそっと

やっているんですよ。要は、ブラックハッカーといって、ハッキングしてくる

やつらに対抗していって、常に見張りをしているというような。そういったこ

れから生まれてくるデジタル社会においての中において、そういったハッキン

グとかのは、かなり多く出てくると思いますし、それを防御するというのは、
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とてつもない量らしいんですよ。結局、国のほうも足りてないと。各地域ごと

に対応していかなきゃいけない部分だと思うんで、当町としてはできたらそう

いったホワイトハッカーたちを…たちというか、人たちをね、雇えるようなぐ

らいにしていかないと、ハッキングの防御はできない時代になってくるのかな

と考えるんですけど、今後のまず政策の面なので、町長とかどのようにお考え

になっているのかなと。そこだけちょっとお聞きしたいと思います。 

町      長  当然、個人情報を守るというのは大前提な話だと思うんです。あと、守り方

の話で、それなりの対応はしていかなきゃいけないとは思っています。当然、

町の規模だとか、自治体の規模によって、それなりにお金かけられるとか何と

かってあるんでしょう。恐らく齋藤議員のおっしゃるような格好で、町だけで、

例えばうちだけでやるというよりも、我々は県の組織の中でのシステム組合と

かありますしね、ああいったところで全体でやっていかないと、先ほどもちょ

っと話しましたけど、ある程度お金かけていくと、どこかを削っていかなきゃ

いけないということがありますからね。それ、優先順位もあると思うので、そ

ういった話は全体で取り組んでいくべきことかなと思ってますので。御提案頂

いたことは真摯に受け止めながら、とにかく町民の方々の個人情報を守るとい

うのは同じ意味合いでしっかりとやっていきたいというふうに考えております。

以上です。 

議      長  ほかにございますか。 

(「なし」の声あり ） 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 質疑なしと認めます。質疑を打ち切ります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第41号松田町個人情報の保

護に関する法律施行条例は、総務文教常任委員会に付託の上、審査することに

したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、本案は総務文教常任委員会に付託の上、審査
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することに決定しました。 

議      長  日程第３「議案第42号松田町情報公開・個人情報保護審査会条例」について、

町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第42号松田町情報公開・個人情報保護審査会条例を別紙のとおり制定す

る。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。情報公開制度及び個人情報保護制度を一体的に運用するとともに、

事務の合理化等を図るため、従来の情報公開審査会機能と個人情報保護審査会

機能を統合し、令和５年４月１日より適用される改正後の個人情報の保護に関

する法律に規定する専門家からの意見を聞き、個人情報保護についての対策を

講じるための諮問を行う機関として、松田町情報公開・個人情報保護審査会を

設置するため提案するものでございます。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それでは、議案第42号松田町情報公開・個人情報保護審査会条例について御

説明させていただきます。それでは恐れ入ります、議案を１枚おめくりくださ

い。この松田町情報公開・個人情報保護審査会条例は、新規条例となりますの

で、各条ごと、要点を説明させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 第１条でございます。第１条では、趣旨について定めたものでございます。

松田町情報公開・個人情報保護審査会の運営に関し、必要な事項を定める旨を

規定しているものでございます。 

 第２条でございます。第２条は定義でございます。第２条では、この条例に

おいて使用する用語の定義としまして、第１項第１号では諮問庁、第２号は行

政文書、第３号は保有個人情報を定めたものでございます。 

 第３条では、審査会が行う事務について定めたものでございます。 

 恐れ入りますが、次ページをお願いいたします。第４条では、委員の定数を

定めた規定でございます。 

 第５条では、委員に関する事項に定めたものでございます。第１項では、町
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長より任命する旨を規定しております。第２項から第４項までは任期について

規定しております。第５項では、委員の罷免について規定しております。第６

項では、委員の秘密保持義務について規定しております。 

 第６条、会長でございます。第６条では、会長に関する事項について定めた

ものでございます。第１項では、選任方法について規定しております。第２項

では、会長の職務について規定しております。第３項では、職務代理について

規定しております。 

 第７条では、審査会の調査権限について定めたものであります。第１項では

諮問庁に対し行政文書または保有個人情報の提示を求めることができる旨を規

定しております。恐れ入ります、次ページをお願いいたします。第２項では、

前項の求めがあった場合、諮問庁は拒むことができない旨を規定しております。

第３項では、諮問庁に対し審査会が指定する方法で資料を作成し、提出するよ

う求めることができる旨を規定しております。 

 第８条では、提出資料の送付等について定めたものでございます。第１項で

は、審査会は審査請求人等から提出があった資料または意見書の写しについて、

提出した審査請求人と以外の審査請求人とに送付する旨を規定しております。

第２項では、前項の送付をしようとするときは、資料等を提出した審査請求人

等の意見を聞かなければならない旨を規定しております。第３項では、審査請

求人が諮問庁に対し審査会に提出された資料及び意見書の閲覧または写しの交

付を求めることができる旨を規定しております。 

 恐れ入りますが、次ページをお願いいたします。第４項では、前項の資料及

び意見書の閲覧、または写しの交付をしようとするときは、資料等を提出した

審査請求人等の意見を聞かなければならない旨を規定しております。第５項で

は、審査請求人が諮問庁に対して行った資料及び意見書の閲覧または写しの交

付の求めについて、日時及び場所を指定できる旨を規定しております。第６項

では、資料または意見書の写しに係る必要負担について規定しております。 

 第９条では、会議の非公開について定めたものでございます。 

 第10条では、ほかの条例と同様に、委任規定を設けております。 
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 第11条では、罰則について定めたものでございます。審査会の委員が秘密保

持義務違反を犯した場合に適用される規定を設けております。 

 附則でございます。施行期日は、第１項及び第３項のそれぞれの条例の施行

日を規定しています。 

 経過措置としまして、第２項では、この条例の施行日前に旧情報公開審査会

の委員であった者を施行日に審査会の委員として任命する旨を規定しておりま

す。 

 次ページをお願いいたします。第３項では、この条例の施行日前においても、

審査会の委員を任免できる旨を規定しております。 

 第４項では、この条例の施行日以前に旧個人情報保護審査会にされた諮問に

ついては、この条例の施行後においても従前の例による旨を規定しております。 

 第５項では、松田町個人情報の保護に関する法律施行条例及びこの条例の施

行に伴い、松田町情報公開条例において改正が必要となる事項について、改正

が行う旨を規定しております。 

 恐れ入ります。次ページをお願いいたします。参考資料でございます。参考

資料、松田町情報公開条例附則第５条関係でございます。左が改正案でござい

ます。まず、第10条、公開請求に対する決定等についてでございます。第１項

の改正案では、現行の起算して15日を14日に改めて、第４項中、現行の45日を

30日に改める。第５項中では、現行の起算して60日を44日に改めるものでござ

います。 

 恐れ入ります、次ページをお願いいたします。第16条です。審査会への諮問

について、第１項では現行の松田町情報公開審査会を松田町情報公開・個人情

報保護審査会（松田町情報公開・個人情報保護審査会条例（令和 年松田町条

例第 号）第３条に規定する松田町情報公開・個人情報審査会をいう。）に改

めるものでございます。現行の第18条、審査会の調査権限等から次ページの第

19条、第20条を削るものでございます。 

 次ページの４ページをお願いいたします。現行の第21条を18条とし、22条か

ら25条までを３条ずつ繰り上げ、25条の２を第23条とし、第26条を第24条とし、
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第24条の次に次の１条を加えます。第25条、他の制度との調整を新たに追加す

るものでございます。現行の第27条を26条とし、28条を27条とするものでござ

います。29条の罰則を削るものでございます。 

 恐れ入りますが、議案本文６ページにお戻りください。ただいま、今こちら

の個人情報保護、松田町情報公開・個人情報保護審査会の条例につきまして、

本議案本文並びに参考資料のほうで御説明をさせていただきました。以上で説

明を終わらせていただきたいと思いますので、よろしく御審議のほどお願いい

たします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。それでは、これより質疑に入ります。 

 ございませんか。 

(「なし」の声あり ） 

 質疑を打ち切ります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第42号松田町情報公開・個

人情報保護審査会条例は、総務文教常任委員会に付託の上、審査することにし

たいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、本案は総務文教常任委員会に付託の上、審査

することに決定しました。 

議      長  日程第４「議案第43号松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例」について、町長の提案説明を

求めます。 

町      長  議案第43号松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。公職選挙法施行令の一部改正により、衆議院議員及び参議院議員

の選挙における選挙運動に関し、自動車の使用及び通常はがき等の作成に係る

公費負担額の限度額が引き上げられたことに伴い、当該施行令の改正に準じて

本町の町議会議員及び町長選挙における選挙運動の公費負担額の限度額を引き
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上げるため、所要の改正をしたいので、提案するものでございます。よろしく

お願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それでは、議案第43号松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動

の公費負担に関する条例の一部を改正する条例につきまして御説明させていた

だきます。改正の理由としましては、公職選挙法施行令の一部改正に伴いまし

て、選挙運動に関し自動車の使用及び通常はがき等の作成に係る公費負担額の

限度額が引き上げられたことに伴いまして、当該施行令の改正に準じて本町の

町議会議員及び町長選挙における選挙運動の公費負担の限度額を引き上げるた

め、所要の改正を行うものでございます。 

 それでは、議案を２枚おめくりいただきまして、３枚目の参考資料１、新旧

対照表を御覧ください。右が現行で左が改正案でございます。改正案の第４条

第２号のアでございます。次ページをお願いしたいんですが、こちら選挙運動

用自動車の借入の契約でございます。選挙運動自動車として使用された各自に

ついて、使用に対して支払うべき金額の上限をですね、１日あたり１万5,800

円から１万6,100円に変更するものでございます。イは、選挙運動用自動車の

燃料の供給に関する契約である場合ですね、選挙運動用自動車に供給した燃料

の代金を１日当たり上限をやはり7,560円から7,700円に変更するものでござい

ます。 

 続きまして、第８条、選挙用運動用のビラの作成の公費負担額及び支払い手

続の規定でございますが、候補者の契約の相手方であるビラ作成業者に支払う

べき金額のうち、選挙用運動ビラの作成単価の上限をですね、１枚当たり７円

51銭から７円73銭に変更するものでございます。 

 恐れ入ります、次ページ、３ページをお願いいたします。第11条でございま

す。選挙運動用ポスターの作成の公費負担額及び支払い手続でございます。松

田町が候補者の契約の相手方であるポスター作成業者に支払うべき金額のうち、

選挙運動用ポスターの印刷費の作成単価を525円51銭から541円73銭に変更し、

ポスターの掲示場の数に応じて乗じて得た金額に加える企画費31万500円を３



42 

 

１万6,250円に変更するものでございます。 

 恐れ入りますが、３ページ戻っていただいて、議案本文をお願いいたします。

附則でございます。第１項、施行期日は、この条例は公布の日から施行するも

のでございます。 

 第２項、適用区分につきましては、改正後の第４条、第８条及び第11条の規

定は、この条例の施行日の日以後にその期日を告示される選挙について適用し、

この条例の施行の日の前日までにその期日を告示された選挙については、なお

従前の例によります。 

 なおですね、参考資料２の、参考資料１の後ろにつけておりますが、こちら

は先般11月22日の全員協議会で御説明しました資料でございます。後ほど御高

覧くださいませ。 

以上で説明は終わらさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいた

します。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 ございませんか。 

(「なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。質疑を打ち切ります。討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第43号松田町議

会議員及び松田町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を

改正する条例について、原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第５「議案第44号松田町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正す

る条例」について、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第44号松田町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例を別
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紙のように定める。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。行政手続における町民の負担軽減等を図るため、原則として押印

を省略することを定めた本町の方針に基づき、各種手続における押印を不要と

するほか、所要の改正をしたいので提案するものでございます。よろしくお願

いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それでは、議案第44号松田町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正す

る条例につきまして説明させていただきます。改正の理由としましては、行政

手続における町民の負担軽減等を図るため、原則として押印を省略することを

定めた本町の方針に基づき、各種手続における押印を不要とするほか、所要の

改正を行うため条文の整備等を行うもので、関係する４つの条例を一括して改

正するものでございます。 

 それでは、恐れ入りますが、議案を２枚おめくりいただき、３枚目の参考資

料１、新旧対照表を御覧ください。最初に第１条関係の松田町固定資産評価審

査委員会条例の一部改正でございます。右が現行、左が改正案でございます。

改正案では、第７条の第３項の審査申出人の口頭による意見陳述の調書の作成

を定めた部分について、署名押印の「押印」を削り、署名に改めるものでござ

います。 

 第８条の第８項の法曹審理における口述書の記載事項を定めた部分につきま

しては、やはり署名押印の「押印」を削り、署名に改めるものでございます。 

 第９条の第２項は、実地調査における調書作成を定めた部分につきましてで

ございますが、こちらも署名押印の「押印」を削り、署名に改めるものでござ

います。 

 恐れ入りますが、次ページをお願いいたします。第10条の第２項は、議事に

ついての調書作成を定めた部分につきまして、署名押印の「押印」を削り、署

名に改めるものでございます。 

 続きまして、第２条関係の職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正でござ
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います。第１条では、この条例の「目的」を「趣旨」に改め、「基き」を「基

づき」に、「関し規定することを目的とする。」を「ついて必要な事項を定め

る。」に改めるものでございます。 

 第２条の職務の服務の宣誓では、「任命権者又は任命権者の定める上級の公

務員の面前において」を「任命権者」に改め、別記様式、３ページの別記様式

でございます、宣誓書を「宣誓書を提出」に改めるものでございます。すみま

せん。第２条の提出です。ごめんなさい。を改めるものでございます。 

 第３条の権限の委任は、「定めるものを除く外」を「定めるもののほか」に、

「関し」を「ついて」に改めるものでございます。 

 恐れ入ります。次ページをお願いいたします。次に、別記様式第２条関係、

宣誓書中、○印を削るものでございます。 

 恐れ入ります。次ページをお願いいたします。松田町火葬料補助条例の一部

を改正する条例第３条関係でございます。第１号様式の火葬交付申請書中、申

請人の印及び申請人一覧の「昭和」を削るものでございます。 

 次ページをお願いいたします。第４条関係の松田町議会政務活動費の交付に

関する条例の一部を改正する条例につきましては、別記様式第14条関係の政務

活動費に係る収入及び支出の報告書中の「印」を削るものでございます。 

 恐れ入ります。４ページ戻っていただきまして、議案本文の１ページをお願

いいたします。附則でございます。附則は、次ページになりますが、附則につ

きましては、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 なお、参考資料の１の後ろにこの参考資料２をつけさせていただいておりま

すが、こちらは先般の全員協議会で御説明しました固定資産評価委員会条例の

一部を改正する条例の一部の資料を添付しておりますので、後ほど御高覧くだ

さいませ。 

 以上で説明を終わらさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいた

します。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

(「なし」の声あり ） 
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 よろしいですか。質疑なしと認めます。質疑を打ち切り…（「挙手してま

す。」の声あり） 

６ 番 井  上  １点ですね、お伺いいたします。ここで押印を廃止されたということで、そ

れはですね、住民サービスの面から見ると適当ではないのかなというふうに思

います。ただ、その際にですね、１点ここで確認をさせていただきたいんです

けれども、この中の４条例のうちですね、該当しそうなのは、例えば火葬料の

ですね、交付申請書なりで、本人がですね、自筆できない場合にはですね、ど

ういう対応をとられるのかについてですね。あとは、ほかの条例では、基本的

にはちょっと本人が署名できないという状況はちょっと考えにくいと思うんで

すけれども、火葬料援助条例等でですね、このやはり申請人というものが高齢

とかですね、障がい等によって署名できない場合の対応についてお伺いをいた

します。 

町  民  課  長  火葬料の交付申請書の場合ですけれども、御本人…喪主の方が高齢で自筆で

きないという場合には、代理の方にその喪主の方のお名前を書いていただいて、

その下に「代理」ということで、署名した方のお名前も頂いております。 

議      長  ほかにございますか。 

６ 番 井  上  ほかにちょっと想定されるですね、今まではちょっと本人書けないんですけ

れども、本人の印鑑をね、預かってきたので押印をしましたというような窓口

での対応があったかと思いますが、ほかにちょっと本人署名できない場合ので

すね、対応等はないということでよろしいですか。 

総  務  課  長  すみません。あくまでも今回の押印の見直しに関する方針というのはですね、

あくまでもですね、押印を求める趣旨が本人確認として求められたものですけ

ど、認め印でやる押印は本人確認の意味合いが小さいもので、逆に本人が押印

しなくても本人が書いたとか、本人が来て、私はそうだという形になれば、そ

れ自体で押印の意味はなく、認め印による押印は必要ないということで、そう

いう意味での押印の廃止でございます。あくまでも、例えば町の裁量で廃止で

きないもの、例えば法改正によって押印を求められなくなった場合のものもあ

りますので、そういうのはあくまでも従来どおりという形になります。以上で
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す。 

６ 番 井  上  それについては了解できました。 

 そうしますとですね、あと１点ですね、やはり窓口での場でですね、例えば

火葬料にしてもですね、窓口で、そこで自筆署名をしなければいけないのか、

それともその用紙をですね、頂いていって、家で署名をしたものを持ってくる

ということは認められるのかどうかのちょっと確認をしたいんですけれども。 

町  民  課  長  先にですね、家で書かれたとしても、それ自体は、本当に書きましたかとか、

そういうことではなく、その用紙を受理して、御本人確認はまた別に免許証等

でさせていただいております。 

議      長  ほかにございますか。 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。質疑を打ち切ります。討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第44号松田町固

定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例について、原案のとおり決

することに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第６「議案第45号松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」

について、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第45号松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のよ

うに定める。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、職員の給与に

ついて所要の改正をしたいので提案するものでございます。よろしくお願いい
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たします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それでは、議案第45号松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

につきまして御説明させていただきます。今回の給与条例の改正につきまして

は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、職員の給与について所

要の改正をしたいので改正を図るものでございます。 

 本年の人事院勧告のポイントにつきましては、ボーナスの引き上げがされて

おります。民間の支給割合との均衡を図るために、ボーナスの引き上げ分を0.

1か月分を民間の支給状況等を踏まえて勤勉手当で引き上げるものでございま

す。施行日の、施行期日の記載からですね、第１条、第２条の条立てによる一

部改正を行っております。 

 改正内容につきましては、第１条では勤勉手当について、６月と12月の年２

回支給でございますが、６月は既に支給済みでございます。12月の勤勉手当で

0.1か月分を引き上げ、1.05か月に改めるものでございます。また、一般職給

料表におきましても、給料月額が民間との初任給及び給与の格差を解消を図る

ため、新卒の採用職員の初任給について、一般大卒で3,000円、一般職高卒で4,

000円を引き上げるほか、20代半ばに重点を置き、初任の係長級の若手職員に

も一定の改善が及ぶよう、30代半ばまでの職員が在職する号給について改正を

行うものでございます。 

 また、第２条につきましては、来年度の勤勉手当において、令和５年の４月

１日からの分としまして、６月と12月に均等となるよう、0.05か月分ずつ配分

し、１か月に改めるものでございます。 

 それでは、恐れ入ります。議案７枚目の参考資料、松田町職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例、第１条関係、新旧対照表を御覧ください。右が

現行、左が改正案でございます。 

 １ページの第21条、勤勉手当の規定でございます。第２条第１項１号につい

ては、職員の勤勉手当基礎額を現行の100分の95から100分の105に改めるもの

でございます。第２号については、再任用職員の勤勉手当基礎額を現行の100



48 

 

分の45から100分の50に改めるものでございます。 

 別表第１、第３条関係、一般職給料表、１／２は、次ページ２ページからで

すね、７ページまでは１級から４号給の給料表を改正しております。一般職給

料表２／２は、７ページから12ページまでで、５級から８級の給料表を改正し

ております。 

 また、第13ページにおきましては、別表第２、第３条関係、医師職給料表と

して、13ページから17ページまでを記載させていただいております。 

 17ページのですね、中段を御覧ください。松田町職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例、第２条関係でございます。第21条は、勤勉手当の規定で

ございます。第２項第１号については、職員の勤勉手当基礎額を現行の100分

の105から100分の100に改めるものでございます。 

 第２項第２号は、再任用職員の規定の適用について、現行の勤勉手当基礎額

を100分の50から100分の47.5に改めるものでございます。 

 恐れ入ります。10ページお戻りいただきまして、議案本文の９ページをお願

いいたします。附則でございます。施行期日、第１項は、この条例の第１条に

ついては公布の日から施行し、第１条による改正後の松田町職員の給与に関す

る条例別表の規定は令和４年４月１日から、改正後の条例第21条第２項の規定

は同年12月１日から適用する。 

 第２項は、この条例の第２条は令和５年４月１日から施行するものでござい

ます。 

 第３項は、給与の内払いの規定でございます。改正後の条例の規定を適用す

る場合においては、改正前の松田町職員の給与の規定に基づいて支給される給

与は、改正後の条例の規定による支給の内払いとみなします。 

 なお、参考資料２は11月22日の全員協議会で御説明した資料を添付させてい

ただいておりますので、後ほど御高覧ください。 

 以上で説明を終わらさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいた

します。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
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(「なし」の声あり ） 

 ございませんか。質疑を打ち切ってよろしいですか。 

(「なし」の声あり ） 

 質疑を打ち切ります。討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第45号松田町職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、原案のとおり決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第７「議案第46号松田町課設置条例の一部を改正する条例」について、

町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第46号松田町課設置条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。町の重要課題等に対応するほか、業務の公平性及び効率化を図る

ため、所要の改正をしたいので提案するものでございます。よろしくお願いし

ます。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それでは、議案第46号松田町課設置条例の一部を改正する条例につきまして

御説明させていただきます。改正の理由といたしまして、町の重要課題等に対

応するほか、業務の公平性及び効率化を図るため、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 今回の主な改正内容を御説明させていただきたいと思いますので、恐れ入り

ますが、議案５枚めくっていただいて、参考資料２を御覧ください。改正内容

につきまして…２番の主な改正内容についてで御説明させていただきます。 

 ①番につきましては、固定資産評価審査委員会に関することとしまして、現
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行の資産税係、税務課資産税係から改正後は総務課の管財係のほうに移管をす

る予定でございます。 

 ②番の駅周辺事業の計画推進・駅前広場の整備は、まちづくり課都市計画係

が現行行っておりましたが、これを改正後はまちづくり課駅前周辺事業担当室

のほうの新設という形で対応させていただきます。 

 ③公園等の維持管理に関することで、今まで現行は観光経済課公園係が担当

しておりましたが、こちらのほうの係の廃止をさせていただいて、改正後にお

きましては観光公園に関することとしまして観光経済課観光推進係、その他の

公園・児童遊園地に関することとしまして環境上下水道課環境公園係に名称を

変更して対応するものでございます。 

 なお、一応観光公園につきましては、表の下に※印もございますが、正式名

称でございませんが、その他の公園、児童遊園地の差を分かりやすくするため

に使用させていただいています。具体的な公園については、記載のとおりでご

ざいます。なお、３番から５番については、説明のほうは省略させていただき

たいと思います。 

 それではですね、議案のほうにお戻りいただきまして、議案２枚お戻りいた

だきまして、議案の４枚目ですね、参考資料１、松田町課設置条例の一部を改

正する条例新旧対照表を御覧ください。右が現行、左が改正案でございます。

左側の改正案、第３条、課の事務分掌ということでございます。恐れ入ります

が、この新旧対照表４ページを御覧ください。お願いいたします。環境上下水

道課の事務といたしまして、改正案では第６号にですね、公園等の維持管理に

関すること（他の所管に属するものを除く）を加えるものでございます。 

 恐れ入ります。３ページお戻りいただきまして、議案本文の４ページをお願

いいたします。附則でございます。この条例は令和５年４月１日より施行する

ものでございます。なお、参考資料２は11月22日の全員協議会で御説明した資

料を添付させていただいていますので、後ほど御高覧ください。 

 以上で説明を終わらさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいた

します。 
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議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

６ 番 井  上  課の設置条例の一部改正ということで、説明の内容としてはですね、理解で

きましたが、この４ページのですね、環境上下水道課の事務の６号でですね、

他の所管に属するものを除くとありますが、この部分を、この条例の一部改正

の中でうたわないと、何の…他の所管に属するものというのはどれが他の所管

に属するものかというのが、この条例の一部改正の中では不明ではないですか。

先ほどのように、この参考資料が一部改正の中に入っていれば、先ほどの西平

畑公園、最明寺史跡公園、寄テニスコート、パークゴルフ場は観光公園だとい

うことで、それを除く部分ということの理解はできますが、これは条例の一部

改正である以上、その条例の一部改正の中に他の所管に属するものはどれかと

いうのが明記してない一部改正というのは、どういうふうに理解をしたらいい

のかということで、ちょっと分からない点がありますので、この説明をお願い

いたします。 

総  務  課  長  今、井上議員の御説明がありました環境上下水道課の他の所管に属するもの

を除くというので、どこの公園だか分からないというお話でございますが、実

際的にその前のページ、３ページのほうにですね、観光経済課の事務といたし

まして、公園等の維持管理に関することという…新旧対照表の３ページでござ

います。新旧対照表の３ページに観光経済…左側の改正案の観光経済課の事務

の第５項に、公園等の維持管理に関することという記載をさせていただいてお

りますので、こちらのほうで、観光経済が担当している業務を除くものだよと

いう形での区分けをさせていただいております。以上です。 

６ 番 井  上  今のは、この参考資料の１の３ページですよね。そこは観光経済課の事務で

すよね。そこは何も第５号…第５号のことを今、説明されたと思うんですけれ

ども、それは何も文言的に変わってないじゃないですか。変わってないという

ことは、条例上はですね、そこに変更はないというふうに通常は理解をするわ

けですよね。それなのに、この条例の４ページのところの他の所管に属するも

のを除くというふうに書いてあるのは、片方だけ入れておいて、片方はそのま

まだよというふうに読み取れるわけですよね。これはこういう条例の改正の手
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続的には不適当じゃないですか。 

総  務  課  長  不適当という話では、すみません、ないと私のほうでは考えておりまして、

要は、先ほどもすみません、観光経済課のほうの事務の中で、公園の維持管理

に関することということで、今現在、公園を維持管理していると。そこで新た

に環境上下水道課で公園等の維持管理に関することを加えるんですが、ただ、

ほかの所管に属するものを除くという形で、この「ほかの所管」というのは現

在この松田町の課設置条例においては、観光経済課しか公園に関する、公園等

の維持管理に関することは記載されてないので、観光経済課以外…観光経済課

がやっているところ以外を指すということで、こちらについての記載は、この

方法で私はいいというふうに考えております。 

６ 番 井  上  じゃあ、再度確認しますけれども、この一部改正条例の２ページの観光経済

課の事務の中の第５号、公園等の維持管理に関することがありますよね。この

中の公園等というのは、最後のページ、参考資料２の中の西平畑公園、最明寺

史跡公園、寄テニスコート、パークゴルフ場のことを言ってるわけですよね。

それをそこに書かないといけないんじゃないですか。 

総  務  課  長  すみません。それはですね、先ほど午前中の全員協議会でも御説明をさせて

いただきました松田町事務分掌等に関する規則の一部を改正する規則のほうに、

そこは明確に区分けをさせていただいておりますので、条例上のほうにつきま

してはこの対応で基本的には記載は間違ってないという形で考えております。 

６ 番 井  上  それでしたら、そこのところにですね、この公園等に関することとか、それ

についての詳細は規則で定めるという一文があってしかるべきじゃないですか。 

総  務  課  長  一応ですね、すみません、こちら１ページを御覧になっていただければと思

います。条例の、松田町課設置条例の一部を改正する条例の新旧対照表の１ペ

ージを御覧になっていただければと思うんですが、第３条、課の事務分掌とし

まして、前条の課の事務分掌、おおむね次のとおりとすると、おおむね次のと

おりとするという形の中で、ここで公園に関することで、３ページ、４ページ

で公園の位置づけを…ごめんなさい、第３条のところでございます。前条の課

の、おおむね次のとおりとすると。改正案、第３、課の事務分掌としまして…
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課設置条例の一部を改正する参考資料１の新旧対照表の改正案でございます。

のところの第３条に、前条の課の事務分掌はおおむね次のとおりにするという

ことで記載をしておりますので、そちらのおおむねという形の中で一応公園、

今まで公園は観光経済課が担当していたんですが、環境上下水道課も担当する。

ただ、それはほかの所管に属するものを除くよという形で分けをしております。

そこで分けることができます。しかも、今、議員がおっしゃられたような詳細

につきましては、あくまでも事務分掌の規則のほうで明確に分けておりますの

で、そちらのほうで確認をする形で対応できるものと理解しております。以上

です。 

６ 番 井  上  一部改正なんでね、これ以上はやめますけれども、その辺はもう少し明確に

ですね、今後ですね、こういった一部改正については、じゃあ将来的に別の公

園はどうするのかなという話にもなってくるかと。新しい公園ができたときに、

どこに入るのかというふうにもなってきますが、その辺はですね、明確にでき

るようなですね、今後一部改正については対応していただきたいと思います。

終わります。 

議      長  ほかにございますか。 

(「なし」の声あり ） 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

(「なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。質疑を打ち切り討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し採決を行います。議案第46号松田町課設

置条例の一部を改正する条例について、原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

 起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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議      長  日程第８「議案第47号松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例を

廃止する条例」について、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第47号松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例を廃止する条

例を別紙のように定める。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。国の方針を受け、技能労務職が従事する業務の民間委託化等を推

進したことにより、松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の適用

を受ける職員が不在となったことから、本条例を廃止したいので提案するもの

でございます。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総  務  課  長  それでは、議案第47号松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例を

廃止する条例につきまして御説明させていただきたいと思います。 

 廃止の理由としましては、技能労務職が従事する業務の民間委託等を推進し

たことにより、令和３年度から松田町現業職員の給与の種類及び基準に関する

条例の適用を受ける技能労務職員が不在となったことから、今後退職者不補充

を推進することから、本条例を廃止するものでございます。 

 恐れ入ります。議案１枚おめくりください。議案本文でございます。附則、

第１項、施行期日につきましては、公布の日から施行するものでございます。

第２項、松田町現業職員の給与に関する規則は、昭和45年松田町規則第８号は

廃止します。 

 以上で説明を終わらさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいた

します。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

(「なし」の声あり ） 

 ございませんか。質疑を打ち切ります。討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 
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（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第47号松田町現

業職員の給与の種類及び基準に関する条例を廃止する条例について、原案のと

おり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第９「議案第48号土地の無償貸付について」、町長の提案説明を求めま

す。 

町      長  議案第48号土地の無償貸付について。次の町有地を松田さくら保育園の敷地

として、社会福祉法人西さがみ福祉会に無償貸付することについて、地方自治

法第96条第１項第６号の規定により議会の議決を求めます。 

 １、土地所有地、種別、数量。所在、松田町松田庶子字谷津。地番、162番

地と、地目、登記簿の順で言います。地番162番地の１、地目が学校用地、登

記簿面積が1,132平米。164番３、学校用地、105平米。166番２、宅地、435.02

平米。173番２、宅地、10.21平米。合計1,682.23平米でございます。 

 ２、貸付の方法、使用貸借契約。 

 ３、貸付価格、無償。 

 ４、貸付期間、令和５年４月１日から令和15年３月31日まで。 

 ５、貸付の相手方、神奈川県小田原市東町１丁目30番30号、社会福祉法人 

西さがみ福祉会、理事長 都築融光。 

 ６、無償貸付の条件、児童福祉法第35条、１ページめくっていただいて、第

４項の規定により認可された保育所を令和15年３月31日までの10年間運営する

ことを条件とする。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由、令和５年３月31日をもって社会福祉法人西さがみ福祉会との土地

使用貸借契約の期限を迎えることから、引き続き当法人における保育所の安定

的な運営ができるよう、土地を無償貸付したいので提案するものでございます。

よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 
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総  務  課  長  それでは、土地の無償貸付について御説明をさせていただきます。松田さく

ら保育園用地は、平成25年１月よりですね、同法人に貸付をしておりますが、

地方自治法96条第１項第６号において、条例で定める場合を除くほか、財産を

適正な対価なくこれを譲渡し、もしくは貸し付けることは議会の議決を得られ

なければならない事項と規定されておりますので、今回議会の議決を求めるも

のでございます。 

 それでは、１枚おめくりいただきまして、参考資料１を御覧ください。土地

使用貸借仮契約書でございます。御説明をさせていただきます。貸し主、松田

町長と借り主、社会福祉法人西さがみ福祉会理事長は、次の条項により土地の

使用貸借契約を締結する。 

 第１条、貸付物件。甲はその所有する次の土地を乙に無償で貸し付けるもの

とする。所在地は、松田町松田庶子字谷津。地番、162番１ほか３筆。登記簿

地積は合計で1,682.23平米です。 

 第２条、貸付期間は使用貸借の期間は令和５年４月１日から令和15年３月31

日までの10年間とする。 

 第３条、用途指定は、乙は貸付物件を児童福祉法第35条第４項に規定する認

可された保育所及び甲の承認を得た保育所に類する用途に供し、自ら運営しな

ければならない。 

 第４条及び第５条は、記載のとおりでございます。 

 第６条、権利の譲渡等の禁止。乙はこの契約により生じる権利を譲渡または

転貸をしてはならない。第２項、乙は、貸付物件に債務の担保等、甲の所有権

を侵害する権利を設定してはならない。 

 第７条は記載のとおりでございます。 

 第８条、管理義務等は、乙は貸付物件を善良なる管理者の注意をもって維持

管理し、近隣住民その他第三者との紛争が生じないように注意しなければなら

ない。第２項、前項の費用は乙の負担とする。 

 次ページをお願いいたします。第９条、実地調査等。甲において必要がある

ときは、乙の貸付物件の使用状況や保育所運営状況に関して実地調査し、また
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は資料の提出を求めることができる。この場合において、乙は正当な理由なく

調査等を拒むことができない。 

 第10条、契約の解除は、甲は乙がこの契約に定める義務を履行しないときは、

この契約を解除することができる。第２項以下については、記載のとおりでご

ざいます。 

 第11条、有益費等の請求権の放棄。乙は、この契約を解除された場合は、貸

付物件に投じた有益費、必要費またはその他の費用があっても、これを甲に請

求することはできない。 

 第12条、土地の返還。乙は貸付期間が満了したとき及び甲が第11条の規定に

よりこの契約を解除したときは、甲乙協議して甲の指定する期日までに貸付物

件を返還しなければならない。 

 第13条、損害賠償等。乙はこの契約に定める義務を履行しないため、甲に損

害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。 

 第14条、契約の更新。乙は貸付期間満了後も引き続いて指定用途に供するた

め、契約の更新をしようとするときは、貸付期間満了日３か月前までに書面を

もって甲に申し出ることができます。第２項、甲は前項の申出を受けたときは、

乙と貸付条件等を協議して、甲は必要な手続を経て契約の更新とする。 

 第15条、契約の費用から第18条までは、記載のとおりでございます。 

 次ページをお願いします。第19条、本契約の成立でございます。本契約の成

立としまして、この契約は仮契約であり、地方自治法第96条第１項第６号の規

定により、松田町議会の議決を得たときに本契約となるものとする。なお、松

田町議会の議決を得て本契約となった場合は、別に契約書は作成せず、この契

約書をもって本契約とする。 

 この契約を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１

通を保有する。 

 令和４年11月24日、甲 神奈川県足柄上郡松田町松田惣領2037番地、松田町

長 本山博幸。乙 神奈川県小田原市東町１丁目30番30号、社会福祉法人西さ

がみ福祉会 理事長 都築融光。 
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 なお、参考資料には土地の無償貸付地の公図写しとなります。 

 説明は以上となります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 ございませんか。 

(「なし」の声あり ） 

 質疑なしと認めます。質疑を打ち切ります。討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第48号土地の無

償貸付についてについて、原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めま

す。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。再開は２時35分とします。        （14時22分） 

議      長  休憩を解いて再開します。                （14時35分） 

 日程第10「議案第49号松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定に

ついて」、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第49号松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定について。次

のとおり松田町寄ふれあい農林体験施設の指定管理者（地方自治法第244条の

２第３項に指定する指定管理者をいう。以下同じ。）として指定する。 

 １、指定管理者制度対象施設の名称等。名称、松田町寄ふれあい農林体験施

設。所在地、松田町寄字81番地内。 

 ２、指定管理者の名称等。名称、株式会社ＤＡＳＩ。代表者、代表取締役 

御簾納聖子。所在地、松田町寄1490番地17。 

 ３、指定の期間。令和５年４月１日から令和10年３月31日まで、５年間。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。上記について、地方自治法第244条の２第６項の規定により議決
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を得るため提案するものでございます。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

観 光 経 済 課 長  それでは説明をさせていただきます。松田町寄ふれあい農林体験施設は、す

ぐれた自然環境を保護するとともに、その利用増進を図り、もって地域活性化

並びに住民の保健及び休養に資するために設置をされております。 

 １枚おめくりいただきまして、右上、参考資料１を御覧ください。こちらは

指定管理者の選定の申込書となってございます。施設名、松田町寄ふれあい農

林体験施設、いわゆる寄七つ星ドッグランですね、になります。申し込まれま

したのは、町内に所在する現指定管理者でございます株式会社ＤＡＳＩでござ

います。 

 おめくりいただきまして、申込書より抜粋した内容でございますが、その内

容で御説明を申し上げます。 

 まず１番目といたしまして、経営に係る基本方針、こちらにつきましては、

ＹＨＶ事業の基本コンセプトでございます愛犬との共生、癒しと賑わいを創出

する里づくりプロジェクト、これにのっとりまして、ドッグランとカフェの魅

力を最大限に発揮し、関東近県等からの集客に寄与し、町のＰＲと発展に努め

ること、さらには足柄エリアへの集客拡大につなげていくこと、こういったこ

とを掲げておられます。 

 この方針の大きな柱立てといたしましては、①から⑧以下の項目に取り組む

こととされてございます。 

 おめくりいただきまして、２ページ目です。２番の指定予定期間内の年度ご

との業務の実施計画となります。年間を通じまして、定期的に開催するイベン

ト、こういったものを多数用意してございます。目玉施設でもございますが、

プールについては大きな集客要素となっており、ドッグランフェスタや季節の

行事などに合わせたイベントを複数開催されております。また、６月のホタル

の夕べや１月のロウバイハイキングなどでは、地域団体等との連携を深めてい

く相乗効果が期待されるものであります。さらに、災害時の愛犬の一時避難場

所としてですね、こういった機能を探る防災訓練なども予定をされているとこ
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ろです。５年間の計画は、おおむね同様の内容となっております。 

 おめくりいただきまして、４ページから７ページを御覧いただきたいと思い

ます。３番の指定予定期間内の収支計画となっております。４ページの令和５

年度の欄を御覧いただければと思います。収入・支出ともに、施設は全体であ

りますけども、ドッグランとカフェ、これを区分した内訳として記載され、そ

の横に合計が表示されている収支表となっております。 

 まず、収入の項目でありますが、ドッグランの入園料等として2,200万円で

すね、愛犬…これは当然、愛犬とですね、人も入る入園料、これが含まれる。

また、駐車場の使用料等です。その横ですね、ランの横にはカフェの関係がご

ざいますが、カフェの売上につきましては、地元の野菜や果物も活用した、愛

犬にも楽しんでいただく料理等の提供、またお土産の売上であり、通販では松

田ブランドにも認定されております愛犬向けのジビエ肉などを想定したもので

ございます。 

 これらを合わせまして、収入といたしましては年間3,430万円の収入を見込

まれており、この後の表が４年間にわたって続くわけですけども、４年間…今

後４年間ですね、毎年度、ドッグランとカフェの売上をおのおの100万円ずつ

増という目標設定を、収支計画を立てられているということでございます。 

 続いて、支出の部となります。こちらも収入の部と同様にですね、ランとカ

フェの区分がされてございます。人件費の支出が、報酬含めましておおむね6

0％程度となっております。組織や雇用の情報につきましては、後ほどの９ペ

ージのほうで詳細を記載してございます。現在に至るまで着実に地元雇用に取

り組まれており、今後もさらに促進をされるものとして、先ほど収入が100万

ずつ、年200万ずつ増えていくというお話を申し上げましたが、令和６年度以

降の人件費、こちらについて支出の部としては200万円ずつの増加ということ

で収支計画となっておるものです。 

 なおですね、同施設に係る町の借地料でございます。今回、指定管理期間が

この５年間ということで予定をされていますけども、その町が負担をしている

借地料のですね、４分の３となる195万8,000円ですね、これを毎年度５年間、
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御負担を頂く予定となっております。現在の指定管理期間、これが令和２年度

から本年度までの３年間ですね、こちらは２分の１、130万5,000円でございま

した。ここから４分の３に引き上げていただくということが支出の部の借地料

の項に書いてございます。 

 この全体の収支計画を見たときにですね、今後も増資を見込む計画となって

おります。これは、コロナ禍で観光施設、いろいろな打撃がいろいろあるとこ

ろではありますけども、コロナ禍にあっても堅実な運営をされ、オープン以来

の実績の中で順調な経営の結果として反映されたものと思慮いたしてございま

す。 

 なお、また参考までにでございますけども、令和３年度の収入額を申し上げ

ますと、その収入額は3,650万円でございました。この数字がですね、3,650万、

昨年度の実績となりますけども、指定管理を始めていただいた平成30年度、こ

のときのスタートがですね、2,400万円でございました。その中から３年間で

約1.5倍という大きな伸びを示す努力をされてきております。また、本年度に

つきましても、年度の途中でこれからまだ何か月間あるところですけども、昨

年度の先ほど度申し上げた3,650万、この実績を上回りそうだということで経

営をされているということを確認しております。 

 恐れ入ります。おめくりいただきまして、10ページ目を御覧いただければと

思います。５番の周辺地域（地元）への経済効果でございますけども、今まで

の御説明のとおりですね、寄の地域をつないで活性化すること、町全体をつな

ぐ架け橋となること、経済効果を意欲的に発揮する方向性が記載されておると

ころです。ちょっと駆け足になりますけども、計画書の内容は以上となります。 

 右側のページを御覧ください。参考資料の２ですね。こちらにつきましては、

町の指定管理者選定委員会への候補者選定依頼書となります。 

 おめくりいただきまして、参考資料３、右上、参考資料３につきましては、

同委員会における選定結果書となります。候補者の選定に当たりましては、３

に記載のとおり、附帯意見を頂戴しております。要約いたしますと、現状非常

にやっていただいているわけですけども、ここに満足することなく、さらなる
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発展に向けた意欲的な計画であると評価がありましたけども、持続的に今後も

ですね、やっていっていただくためには、施設の維持更新、こういったものも

計画的に取り組みをされるよう期待するということでございます。 

 説明につきましては以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。質問のある

方は。 

６ 番 井  上  それではですね、質問をさせていただきます。今、後段の説明の中で、借地

料の説明がございました。この指定管理者のほうは４分の３を負担、町がです

ね、その借地料の４分の１を負担という説明がありましたが、これはですね、

どういった形で４分の３、４分の１負担というふうな定めとなっているのか。

もうドッグランと建物ですね、全体での敷地ということでよろしいのか。ほか

に通路等をですね、含めてあって、そういった通路部分は、じゃあ町が負担し

ますよという話になってるのかね。その辺の詳細が分かりましたらお願いいた

します。 

観 光 経 済 課 長  御質問にお答えします。まずその借地の範囲でございますけども、ドッグラ

ンの全体のエリアということで、この通路を除くとか、そういった形ではなく、

地権者の皆様から町がお借りしているもの全ての部分でございます。また、定

めというお言葉がありましたけども、こちらについては、この計画書を出して

いただいて、指定管理の選定がつきました暁にはですね、頂戴した暁には、協

定等で約していくこととなります。以上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございます。それでは、借地料については覚書等で町が４分の１

を負担することというふうな取り決めはないというふうに理解をさせていただ

きました。 

 それでありますとですね、先ほど令和３年度の決算でのですね、収入でイコ

ール支出になるかと思うんですけども、それは3,650万円ということです。こ

この指定管理のほうのですね、収支計画、令和５年度から５、６、７、８、９

年度というふうになっていますが、毎年ですね、収入とそれに伴う支出のほう
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は200万円程度上がってきている計画となります。どこが増えて…収入のほう

はですね、それぞれのドッグラン収入、カフェの収入等が増えてきているとい

う形になっていますが、支出のほうはというとですね、やはり人件費のほうが

毎年200万円ずつですか、増えてきているという中であれば、やはりこれだけ

の収入をですね、指定管理者のほうで得ているということであるとですね、町

負担、指定管理者のほうが195万8,000円、約200万円としますとですね、町の

ほうが六十何万、70万円弱の負担であるわけですね。当然これだけの収入規模

が増えて、実質的にはもう令和３年度3,650万円で、もう令和５年度は決算ベ

ースで見れば、かなりこの数字をオーバーするというのは確実ではないかなと

いう中でですね、この借地料についての見直し方針というものを町は持ってお

られるのか。今の町のほうが４分の１負担をですね、ゼロで、指定管理者がこ

れだけの収入をこの土地及び建物によってですね、得ているということを考え

れば、100％ですね、借地料については負担をしていただいてもどうかなとい

うふうには個人的には思いますが、町の考え方をお聞かせいただきたいと思い

ます。 

観 光 経 済 課 長  ただいま頂いたお話は、収支計画を見ていた中で、借地料について町として

考えがあるかということかと思います。このドッグラン、指定管理始まって以

来、その借地料の一部を最初から少しずつ増やして、期間ごとに増やして今回

きてます。前回は２分の１で、今度は４分の３ということで、協議の中ではで

すね、ちょっと長い展望ではございますけども、今回のこの５年間がまたその

収支的にですね、いい状況をしっかり歩んでいただくことであれば、その月は

全部見ていただきたいというようなお話を協議の中ではしております。つきま

しては、今回の期間というのは、町が４分１、相手様には４分の３を御負担い

ただくものと考えています。 

 先ほど人件費と収入の関係のお話もございました。こちらがですね、全体で

やはり入園料、いろいろなものが増える中で、カフェのほうもそうなんですけ

ども、今までのこの伸びが当然あるわけですけども、そこに当然人件費のほう

も、雇用を促進する中で、地元雇用を促進する中でどうしても必要だった部分
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というふうに聞いております。つきましては、今後もこのサービスを維持して

いくために、人件費という部分を大事に見て、今回こういう収支計画表になっ

ているのかなと思っております。以上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございます。それでは、借地料のほうの確認なんですけれども、

この収支計画、５年、令和５年度から以降のですね、５年間の収支計画は一応

こういう形だけれども、それぞれの年度の決算においてですね、その当該年度

分の借地料については100％を指定管理者が負担をしていただけるような状況

もあり得るというふうな説明だというふうに理解しましたが、それでよろしい

でしょうか。 

観 光 経 済 課 長  説明がまずくて申し訳ございません。ベースとしては、さらに５年後の、５

年というのが、今回指定管理期間が５年でありますので、今回の指定管理期間

の中では５年間、状況を見ながらかなというふうに考えております。当然、先

ほども言ったように、今後もお客様に来ていただくためには、設備投資、これ

も事業者さんのほうで考えていらっしゃるという話も聞いておりますので、そ

ういった面では計画上は５年間、協定を結んでですね、相手様とは４分の３、

４分の１という、５年間ですね、間はやっていきたいというふうに考えていま

す。その先は、５年後にまた最終的に状況がよければ、全額を御負担頂けるよ

うになればというふうには考えております。以上です。 

６ 番 井  上  じゃあ、この５年間は４分の１で、70万弱ですけれども、それで固定という

ことで。分かりました。今ですね、大分建物も老朽化するなり、設備も古くな

っているところもあるということであればね、当然その辺の部分は経営に係る

基本方針のところにですね、そういった考え方を載せておかないと、なかなか

これだけの収支計画、実際には令和３年度から見れば、これをかなり上回るね、

決算の収支が出ているという辺りから見るとですね、当然その辺は町民から見

てですね、町が負担をしないで、やはりそれは指定管理者のほうが収入がある

んであるから、見てもらいたいという視点は当然あると思います。そこの中に、

今の説明が入るような指導をですね、今後されていっていただければというふ

うに思います。終わります。 
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議      長  ほかにございますか。 

５ 番 田  代  初めに、このドッグラン、これについては平成の初め、ふれあい動物村でス

タートをしたという記憶があります。その頃はバブルの頃だったので、そこそ

こお客さんが来たんですけれども、餌代、365日餌をやらなければいけない。

それで職員も従事するために人件費を出さなければいけない。バブルが過ぎた

後に、もう完全に赤字になって、結構苦しんでいたという記憶があります。そ

の後、昭和10年代後半だと記憶しています。動物村では限界だということで、

ドッグランにかじを切りました。県の補助金等を使って一回改修して、その後

に平成20年、21年だと思うんですけれども、大幅にリニューアルをして、ここ

にいられる副町長が頭になって、そのドッグランを再整備したと。それで、そ

こそこお客が来始めて、今回平成29年ですか、本山町長の時代に再度大幅リニ

ューアルしたと。そこでＤＡＳＩさんに指定管理に出したというふうに私は記

憶してます。この長い流れの中で、30年の流れの中で、指定管理者にされた、

これでそれだけの成果が上がったというのは、多分松田町の指定管理の中で一

番これは優等生ではないかというふうに私は見ております。 

 その中で、そういう前提の中で、質問をしたいと思います。借地料について

は順次上げて、次年度の改定のときに全額見てもらうようなお話でした。ここ

の選考委員会ですか、指定管理者候補者の選定結果、参考資料３の一番下の附

帯意見を御覧になっていただきたいと思います。全天候型ドッグランの新設な

ど、さらなる発展に向けた意欲的な計画と判断して、更新を決定したと。あと、

施設の老朽化による対応も生じるため、施設の更新計画を作成し、積立金の使

途を明確にするとともに、持続的かつ発展的な事業の推進を期待していますと

なっています。これについてちょっとお伺いします。今現在、令和３年度決算

で結構ですから、積立金は幾らありますかね。 

観 光 経 済 課 長  すみません、詳細な資料をお持ちしておりませんが、毎年度積み立ていただ

いている金額から考えますと、100万円から、その２倍程度かなというふうに

思います。 

５ 番 田  代  恐らくここの５年度以降の数字で見ると、100万円ずつ…134万2,000円です
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か、を積み立ててるような感じです。それから推測すると、今まで３年間、二、

三百万ぐらいはあるのかなと思います。 

 私の感覚ですと、公共施設は松田町のものです。大規模補修については、施

主である町が行う。小規模補修については当然、お借りしている事業者、ＤＡ

ＳＩさんが行えるというふうに私は解釈しています。その辺のすみ分けですよ

ね。一つの考えとして、借地料は全額払って事業者がやってもらう。それで大

規模補修だけは、町の施設ですから町が行う。新規に作ったものは、今度は誰

のものかというと、事業者のものになりますよね。その辺のすみ分けについて、

どういうふうにお考えなのか。まずそれが１点です。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきますと、指定管理の関係は、御案内かと存じますけ

れども、当然指定管理指定があった際には協定書を結ぶ。この協定書の中には、

リスク分担が明記されることになります。議員おっしゃるように、修繕的な要

素、大規模な修繕的な要素というのは、リスク分担でおおむね町になる部分で

ございます。ただ、その事業者が施設として前向きに投資をする、こういった

考え方は、たとえ大規模であっても事業者側がやることが多いのかなというふ

うには考えております。決め方としてはそういう考え方かなと整理しています。 

５ 番 田  代  私はこの指定管理に反対するものではございません。非常にうまくいってい

るので、今後５年間運営していくために、諸問題が出たときに、うまくいくよ

うなという考えで質問させていただいています。 

 今、課長のお話のあった新たな施設投資、それについて事業者が行うと、最

後に協定書の中で、それは町のものだよということで、権利を主張しないよう

な考えもあるんですけれども、うまくいかなくなると、裁判ということも、た

しか過去に動物村で委託業者とあったような気がします。ですから、そういう

ようなまずい結果になるんではなくて、やはり新しい施設については、町の施

設ですから、町が投資する。そのかわり、利益が生んでいるので、借地料はし

っかり全額見ていただくと。そのようなすみ分けが私は個人的に必要かなと思

います。私の考えに対して、町長、どういうふうにお考えになりますかね。よ

ろしくお願いします。 
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町      長  まず、前提に立って話をするとですね、ドッグランは本当に努力をしていた

だいている事業です。本当に優等生ということでお褒めいただいたというのは、

直接伝えなきゃいけないかなと思うぐらいです。 

それで、費用負担の話はですね、土地の部分については今までが半分負担を

していただいていました。それは当然、やっぱりこういった団体を育てていか

なきゃいけない。その中で、本当に努力された結果、先ほど数字を言ってたの

で、何かすごくもうかっているなという勘違いをされる人いるかも分かりませ

んけど、それは努力したからで、それが民間のよさだと思うんですね。それと、

当然行政がそれに対するバックアップもしながらやっていくというところで信

頼があったんだろうなということを理解はしております。その中から次の５年

は、それは気持ち的には全額お願いしたいというような思いはあるにしても、

まだコロナの状況で、影響はなかったといえですね、まだまだやっぱり育てて

いかなきゃいけない部分で、さらにその半分の半分は町が持ちましょうという

ようなことであります。先ほど言ったリスク分担の話については、もう答えを

させてもらったので、同様な考え方でありますので、今後もですね、この  

の団体と、あとちょっと言っておかなきゃいけないのは、この人を雇っている

人数が13名ほどいらっしゃるんです。本人以外。人件費をですね、13で割って、

例えば年間150万払っているとすれば、1,650万なんですよね。平均で。ただ、

今井さんは、もうちょっと給料は高いかも分かりませんけど。そうすると、月

12万なんですよ。実際に計算すると。ということは、それが本当にいいのかと

いうことで、本当に経営者も努力をされてる事業なので、そういった、いい人

材を残すためにも給与を上げていきたいという思いの中から皆さんが今、頑張

っている途中だということにありますので、今後も一緒にですね、やっていき

たいし、何か新しいもの作りたいということであれば、当然我々の許可を取っ

てやっていくというのが協定書の中に書いてありますし、もうやめたと言った

ときには、それは更地に戻すというふうなことが通常のルールになっているの

で、それも記載されているということを認識していますから、そういったこと

の中でですね、最悪そうならないように我々も御一緒しますけど、なった場合
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のことも規定した協定を組むように考えております。以上です。 

５ 番 田  代  御回答ありがとうございます。私も決算書と、あと収支計画ですか、見た中

で、５年の初年度から９年度まで、全部で820万の増と。その中で、ドッグラ

ンの入園料がプラス400万、カフェが40万…400万だったか。それで、通販が20

万。要は入園料とカフェ、これが稼ぎ頭なんですよね。それで820万増になっ

てる。今、町長からもお話あったように、これを行うのは人なんですよね。本

当に好きな人が、熱心な人が集まってやってるから、これだけ出て、そういっ

た中で、これからやはり大変な時代になっていく中で、ある程度ここで稼げる。

そういう面では町長のお話のあった人件費あたりは、ある程度見てやらなけれ

ばいけないのかなと。人が育てば、この施設は安定してお客を呼べるというふ

うに私は考えます。 

 したがいまして、借地料と投資的な事業に戻りますけれども、借地料はやは

りそこを使っているんだから、最終的に５年後の更新のときに、うまくいって

いれば全額見ていただくと。上物の建物については、当然公共施設として事業

をやれば補助金が頂ける可能性もあるわけですよ。そうすると、相手の方の事

業者の負担が減るのではないかと。借地料が多分増額になっても、60万いかな

いと思うんですよ。75％と25％で割り返すと、約200万が事業者負担、残りの6

0万弱が町負担になっています。これを事業者に60万負担していただくのと、

逆に投資的事業でそれなりのものを造ると、すぐ50万、100万なんて、あっと

いう間にかかってしまいます。中途半端なものを造ると、修繕費がかかります。

であれば、公共施設の伝家の宝刀ということで、補助金を頂いて、いいものを

造っていただく。小規模修繕、ペンキを塗ったりだとか、ちょっと傷んだとこ

ろは事業者に見てもらうと。このような考えを私は持っております。町長、ぜ

ひこれに関しては５年間の流れの中で、その辺をすみ分けして進めたいと思い

ます。再度質問です。よろしくお願いします。町長のお考えをお願いいたしま

す。 

町      長  60万をさらに利益として出すというのは、それ相応のやっぱり努力が必要に

なると思うんです。なので、ここに計画書どおりいった場合という、たられば
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の話でもありますけども、これはやっぱり先ほど優等生と言ってもらった方々

が、今後もやっぱり継続してやっていくという部分では、やっぱり我々もその

辺のことは敬意をもって、表して契約もしながら、この５年間、見守っていか

なきゃいけないかなというふうに思ってますので、この場でそのような軽はず

みな話はちょっと、さすがに相手にとってもできないかなと思っています。た

だし、本当にこの計画どおりにいって、社長さんの御理解を頂けるようであれ

ば、そういった交渉は当然そのときにすべきかなというふうに思っております。 

 あとは、補助金頂いて、新たな事業をやりたいということになったときには、

当然ですけども、全額補助金を一回頂いたときに、これは改修しました。地方

創生のお金をもらってですね。次からは多分半分だとか、地方創生の流れが一

気に逆転するというか、後転してくる可能性があるので、自費負担というのは

多くなってくる可能性もあるので、その辺はやっぱり新しいことをやるにして

も、その分での投資した分の回収ということを考えながら、よく打合せをして

ですね、進めてまいりたいというふうに考えています。以上です。 

５ 番 田  代  町長の御意見、分かります。私がちょっと勘違いしちゃっているかなと思う

んですが、新規事業について、新規の投資的な事業については補助金を頂ける

んではないかと、そういう意味です。今まで造ったものの改修の、やはり大規

模改修は、数字的に結構な額になるんですね。それは町が見るべきなのかなと、

事業者負担はいかがなのかなというふうに問題提起をさせていただきました。

最後に町長から回答があったとおり、この５年間の推移を見ながら、その辺の

知識について、ある程度方向性をつけていただければありがたいのかなと。そ

のとき私は議員をやっているかどうか分かりませんけれども、ちょっとここは

いい施設ですから、長い目で見ていきたいなと考えております。質問を終わり

ます。 

議      長  ほかにございますか。 

(「なし」の声あり ） 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 



70 

 

 異議なしと認めます。質疑を打ち切り、討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第49号松田町寄

ふれあい農林体験施設の指定管理者の指定について、原案のとおり決すること

に賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第11「議案第50号松田町寄自然休養村管理センターの指定管理者の指定

について」、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第50号松田町寄自然休養村管理センターの指定管理者の指定について。

次のとおり、松田町寄自然休養村管理センターの指定管理者（地方自治法第24

4条の２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）として指定する。 

 １、指定管理者制度対象施設の名称等。名称、松田町寄自然休養村管理セン

ター。所在地、松田町寄3415番地。 

 ２、指定管理者の名称等。名称、有限会社みやまの里。代表者、代表取締役

 大舘一郎。所在地、松田町寄3415番地。 

 ３、指定の期間。令和５年４月１日から令和６年３月31日まで、１年間。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。上記について、地方自治法第244条の２第６項の規定により議決

を得るため提案するものでございます。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

観 光 経 済 課 長  それでは、議案第50号について御説明をさせていただきます。松田町寄自然

休養村管理センターは、寄自然休養村事業を総合的に推進し、観光農業の促進

を図るとともに、健全な休養と研修の場所を提供するために設置されておりま

す。 

 １枚おめくりいただきまして、右上の参考資料１を御覧ください。こちらは
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指定管理者の選定申込書となっております。記載内容は、ただいまの提案説明

で御説明のとおりでありますため、１枚おめくりいただきたいと思います。 

 この申込書により、抜粋した内容で御説明を申し上げます。まずはこの１ペ

ージ目のですね、指定管理施設運営事業計画でございます。有限会社みやまの

里さんは、平成８年に設立され、資本金は500万円、地方自治法に定めるとお

り、町が２分の１以上出資をしている法人として、毎年度、経営状況を議会に

報告をさせていただいてございます。 

 事業内容（１）から（８）までございます。同施設の維持管理はもとより、

自然休養村事業に資する観光案内や飲食店の経営等となってございます。その

下のほうに枠がございますが、２として、指定管理者としての基本姿勢といっ

た部分であります。①につきましては、施設の活用により、都市と農村の交流

を促進し、施設利用者へのサービス向上と経費の節減を図ることとされる一方

でですね、②のほうにおきましては、コロナ禍における収支の不安定さが見込

まれることから、指定管理期間は１年間というふうにされてございます。従来、

この現指定管理期間もそうでございますが、５年の指定管理期間でございまし

た。こちらに書かれておりますとおり、コロナ禍で書き入れ時である夏の団体

客ですね、グラウンドを使われる団体客の宿泊、これが激減をしてございます。

収入はコロナの影響を受ける前の、こちらについては半分程度まで落ち込むと

いう、大変厳しい状況が続いていたと。そのような中ですね、今後の経営の見

通しが大変厳しいということを鑑みまして、まず今回については、今回につい

ては５年という期間ではなく、まずはこの１年間で改善が見込めるかなど、こ

ういったことをいろいろ検討されたい旨の協議がございました。そういったこ

とを踏まえて、単年度の指定管理期間としてございます。 

 おめくりいただきまして、２ページ目、３ページ目を御覧ください。２ペー

ジにおきましては、経営方針、また運営方法、施設の維持管理などの基本的な

考え方を記載をしてございます。３ページにおきましては、法令遵守や環境配

慮等の考え方をお示しをなさってございます。 

 おめくりいただきまして、４ページ目を御覧いただきたいと思います。こち
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らのページには、収支計画のほうが入っておりますが、こちらはまず管理セン

ターのみの収支計画書ということにしてございます。しかも、複数年度ではな

くて、令和５年度のみの計画ということでございます。収入のほうを見ていた

だきますと、内訳といたしまして、営業収入と書いてありますのは、宿泊料や

研修室等の使用料でなっております。また、営業外収入とございますのは、こ

れは町の指定管理委託料でございます。 

 下のほう、支出の部でございますけども、施設管理に要する人件費と光熱水

費が主立ったものとなっております。人件費につきましては、同社はですね、

他に次の議案等でもございます運動広場等の指定管理も担われているため、収

入の比率から案分した額、これを支出の部の人件費として案分して計上してい

るということでございます。 

 計画書の内容は以上となりまして、右側のページ、参考資料２を御覧くださ

い。こちらは町の指定管理者選定委員会への候補者選定依頼書となってござい

ます。 

 おめくりいただきまして、参考資料３につきましては、同委員会における選

定結果書となります。候補者の選定に当たりましては、項番３に記載のとおり、

附帯の意見を頂戴をしてございます。①と②を読み上げさせていただきます。

①は、コロナ禍における経営の安定性への懸念を踏まえ、指定管理期間は１年

間となっておりますが、令和６年度以降を見据え、積極的に展開される１年と

なることを期待します。②におきましては、利用者数の減少への対策として、

これからの時代に即した経営を検討されるとともに、地域団体との連携を促進

し、地域振興につながる取組の具体化を期待します。また、より多くの方が訪

れていただくため、今までにないサービスの検討やＰＲの実施など、併せて地

域の財産を活用した新たな取組を期待しますということでございます。 

 説明につきましては以上となります。御審議のほどお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

１２番 大  舘  質問をさせていただきます。前の議案のドッグランの経営計画に対してです

ね、この経営計画、１ページの一番下の枠ですよね。コロナ禍における収支の
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不安定さが見込まれることから、指定管理を１年間とします。非常に後ろ向き

なというか、やっぱり１年間やってみますけど、それでも駄目なら駄目ですよ

という、そういうことじゃなくて、一気に景気は回復するわけじゃない。事業

というのは、やっぱり年次計画を立てて、徐々に、今年度計画したものは成功

すれば、それに上乗せして、またさらに幅を広げていくという、これ、行政が

かんでいる事業だからもっているわけですけど、民間ではとても経営が成り立

たないわけですよ。その辺の基本姿勢というのが、ちょっと違うんじゃないの

かな。町として、どういう指導されているのかなというふうに、非常に疑問に

思います。 

 いろいろ管理センターの中でですね、ロウバイの実行委員会とか等やってま

す。経営者の大舘一郎さんも参加されている中でね。以前、先日の実行委員会

の中で、委員の中からですね、日曜日に管理センターが閉まっちゃってるので、

トイレが使えないで非常に困ったという意見ありましたよね。その中で、一郎

さんの回答が、人件費がかかるから開けられないだというような話、ほんと後

ろ向きというか。ロウバイまつり中、人がいっぱい来るのに、その人を呼び寄

せて何かを販売できる、いい、絶好のチャンスじゃないですか。町のほうから

は、みかんオーナー組合とか、みんな移動販売に来てますよね。あの受付のス

ペースというの、結構広いわけじゃないですか。ちょっとした小規模の地場産

の販売所、直売所を、やろうと思えばできるわけですよね。それで、寄地域で

も野菜を作っている人いっぱいいます。余ったものをそこで現金化できるとい

う、お年寄りの小遣い稼ぎにはなるわけじゃないですか。そういう取り組めば

いくらでも可能性があるわけですよ。それを町としては、そういう指導はされ

なかったんですか。この事業者選定をする中で、そういう会話はされなかった

のかどうか、その辺をお伺いします。 

観 光 経 済 課 長  いろいろ御提案というか、御指導を含めてありがとうございます。町として

のということではありますけども、１の法人として、今回この１年という一回

結果にはなっておりますが、臨時の株主の総会を今回開かれております。その

中で、いろいろ議論が…聞こえない。 
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議      長  大きい声でお願いします。 

観 光 経 済 課 長  今…最初からいきます。いろいろ御指導を含めて、御意見ありがとうござい

ます。後ろ向きという御意見が出ましたけども、実は先月、この１の法人であ

るみやまの里さんとして、臨時の株主総会を開いています。その中で、今後で

すね、非常に厳しいという意見がある一方で、どうなんだと。この先どうなん

だという意見を大分腹を割って皆さん話をなさいました。その中でですね、厳

しいけども、今回この１年ですけども、そこを１年を前向きに捉えて、その先

につなげようという御意見が出ております。つきましては、今回１年というこ

とではございますけども、その先というのはまた長くやっていただける目も十

分に感じたところであります。皆さんでお話合いをされた中で、そういう御意

見が出ましたので、非常にありがたい場でございました。 

 またですね、先ほどロウバイまつりのお休みの日の件も含めて、社長のいろ

いろ御意見がありました。ただ、社長の思いとしては、この法人というのはや

はり資本金を皆さんから、地域の皆さんから頂いてできていると。その資本金

というのを、やはり守っていく必要というのも当然あると、執行役としてある

と。そういう中で、一生懸命取り組んでいるんだということでした。ただ、そ

の臨時総会のときにですね、守るだけかよと、そうじゃなくて、この資本金も

うまく使ったらどうかと、そこまで立ち入った意見がいろいろ出ておりました

ので、この先の展望が少しずつ開けていくものと考えております。以上です。 

１２番 大  舘  確かに、寄の中ではそういう意見があるわけですけども、担当課の課長とし

てね、このみやまの…ふれあい農園のドッグランの、こういう資料がもう既に

入手されていたわけでしょ。最近役員会か何か開かれたというのか知りません

けども、やっぱり議会へ提出する資料の中でね、あまりにも格差があり過ぎま

す。確かに先ほど田代議員が言うように、ドッグランの経営者はものすごい努

力していられますよ。しかも、寄地域の人材を雇用されてる。自然になったわ

けじゃないんですよ。やっぱり経営者が努力してるからだと思う。その辺で、

あまりにも計画、この議会に提出する議案としては、ちょっと違うんじゃない

かなと。非常に残念に思うんですけども。確かに役員の中には一生懸命再建と
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いうか、何とかという考えの人はいっぱいいると思います。あの場所で、バス

の終点で、しかも鍋割山が全国的に有名なわけじゃないですか。ハイカーさん

も、ふだんの日でもかなり通られます。畑にいると分かるんですけど。そうい

う人たちが、必ず寄ってくれるわけじゃないですか。買う、買わないは別にし

てね。そういう人たちの懐から、一銭でも稼げる方法、実践しなきゃいけない

でしょうね。ただ考えているだけじゃ。お金になる方法、いっぱいあると思う

んですよ。それで、社長の家の商売は閉店されて、今、自販機しかやってない

でしょうね。ですから、民業圧迫にはなりませんから。ちょっとした日用消耗

品、石けんとか、それから台所用品とか、ちょっとした調味料とか、そういう

ものを並べても、恐らく売れると思うんですよ。それは移動販売車の「くるま

つくん」か。あの車も週に２回かな、回って、それでも売れてますよね、ある

程度。ですから、常設であれば、地域の人たちも自然と買ってくれるんじゃな

いかと思うんですよ。あれだけスペースがあるんだから、もっと活用して生か

さなきゃいけない。 

 それで、管理センターの役割というのは、やっぱり地域の顔ですから、そう

いう来てくれたお客さんに対して、寄ってすばらしいところだから、発展すれ

ば移住まで進められるような場所じゃなければいけないと思うんですけれども、

そういう位置づけの重要な場所ですから、もう少し計画についても、これじゃ

あまりにも残念過ぎます。見ていて非常に、このいろいろ書いてありますよね。

指定管理としての基本姿勢だから、もっと前向きな、例えば、いいですよ、コ

ロナで、コロナ禍のために収支の不安定さ、これ、どこでも同じですから。そ

の中でも、うちも同業者ですけども、細々と、少しずつ増えてます。お客さん

が、国でも旅行支援とかやってるじゃないですか。まるっきり下がりっ放しじ

ゃありません。多少ずつ増えてますから、それはやっぱり企業努力で、お客さ

んに来てもらう手だてをしなきゃいけないと思う。もう少し前向きな姿勢にな

ってほしいなと思いますけども、役場、行政としてもそういう指導していかな

ければいけないのか。 

 それと、やっぱり同じ町有財産を使用しているＤＡＳＩさんと格差がありま
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すよね。待遇といってる意味。片やは借地料まで出してもらってる。それじゃ

あまりにも公平性に欠けると思うんですよ。それは確かに業績を上げてもらっ

て、そうにしてもらわなきゃいけません。町の負担を減らすためには、それ、

しちゃいけないんじゃなくて、いいことなんですけど、やっぱりここももう少

し努力してほしい。可能性はあると思うんですよ。その辺、どうお考えでしょ

うか。 

観 光 経 済 課 長  いろいろな御意見を頂戴して、ありがとうございます。まず、何点かありま

したけども、１点目として、資料が内容的なものを含めてですね、もう少し前

向きにと、また詳細にという部分につきましては、事業所様にもよくお伝えを

して、町としてもうまく調整をしてですね、内容については少しずつ改めさせ

ていただきたいと思います。 

 ２点目のですね、今後どうしていくかという部分ですね。これがじゃあ町の

ビジョンはというお話を頂きましたけれども、先ほど申し上げた臨時総会の場

には町長にも御出席頂いてですね、いろんな意見交換をしています。キーワー

ドとしては、まずこの後の議案にもなりますけども、運動広場のやはり活用と

いうのが大きい一つポイントになるというふうに思っています。先ほど申し上

げたとおり、ただ町側がこう考えているということだけでは、あそこの場所は

動かないと思ってます。ついては、みやまの里の臨時総会の中でですね、いろ

んな意見が出ました。さっき言った意見も含めて、また常設でね、例えばちょ

っとした買い物でもというような御意見も今日頂きましたので、この後、１年

間ですけど、まずその中でいろんな議論をしようということになってますから、

そこに御意見としてですね、あった御提案もぶつけさせていただきたいとは思

ってます。ポイントとしては、今のままでは厳しいというのは、その場でも出

ておりましたので、それを先の展望を変えるための取組を決めるなり、取り組

んでいくなり、そういった議論の場にして、先に進めていきたいと考えていま

す。ありがとうございます。 

１２番 大  舘  今、課長のほうから、ほかの施設、テニス場も毎週土・日、相当数の利用者

がいますよね。ここずっと、毎週毎週すごいですよ。車も人も。あと、グラウ
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ンドについても、どこか横浜のほうのチームが中型バスで、かなりの人数で来

ていられますよね。ああいう人たちを通じて、もう少し広げてもらう。こうい

うすばらしい場所があるんだよという。あの人たちは気に入って毎週毎週来て

くれてると思う。だから、そういう人たちにもう少し投げかけて、横浜ならい

っぱいそういう少年の野球チームとかサッカーチームとかあると思うんでね、

宣伝をうまくすれば、そんなにすごい汗かかなくても、集客はできるんじゃな

いかと思ってます。宣伝の仕方も含めて、行政としてみやまの里さんに指導す

るなり、悪い言葉で言えば尻を叩いてもらう。そういうことをしていかなけれ

ば、結果としてこんな、この計画書ではじり貧です。どんどん下がります。も

う少し前向きな姿勢、可能性って、持っているんだ。今言うように、利用者が

グラウンドなりテニスコートなり、毎週のように利用されてる。そういう部分

はあるんでね、可能性は秘めているので、もう少し何ていうのかな、目を向け

て、町からもそういう方向に行くように働きかけたほうのがいいんじゃないか

なと思います。いかがですか。 

観 光 経 済 課 長  再度いろいろ頂きました。前向きにという点では、先ほど来話しているよう

に、その先の展望をどうしていけるかというのは、一つグラウンドが核かなと

思っておりますけれども、そこで検討していくと。あと、テニスコート、これ

も臨時総会のときにお話出ました。やはり非常に快調でですね、逆に少し料金

を上げてもいいんじゃないかぐらいの話もありました。立地的にいいのか、も

っと、例えばテニスコート増設したらどうなのかみたいなのも話としては出る

のかなと思ってます。そういう可能性も含めてですね、前向きな議論を進めて

いきたいと思っています。ありがとうございます。 

議      長  ほかにございますか。 

６ 番 井  上  それではですね、前者も言われていたんですけれども、やはり事業計画ので

すね、一番下に書いてある不安定さが、収支の不安定さが見込まれることから、

指定管理期間は１年というところがね、やはり一番自然休養村管理センターに

係る指定管理の問題点ではないのかなというふうに思います。そこで、前者の

ほうはですね、やはり事業者のほうを指導というところもありましたが、逆に



78 

 

例えばですね、松田町もですね、公共施設の管理計画というものがありまして、

その中にですね、寄自然休養村管理センターについても、この計画の中に入っ

ているわけですよね。ここにつきましては、耐震診断実施状況、未実施、耐震

改修工事、未実施となっていますが、課題としてはですね、30年を経過し、老

朽化が進んでいることから、修繕等の検討が必要となっていますというふうに

もうたわれています。見た目とかですね、外観もそうですし、内部の施設的に

もですね、大分、本当に30年前そのままで経過をしてきているというところで

…（「44年。」の声あり）あ、44年。40年以上ですね。たっているということ

で、大分施設の利用勝手自体もですね、古い形であると。トイレとかお風呂も

ですね、古い。先ほどグラウンドの利用があるというんですけれども、例えば

そこにさらにですね、シャワー施設等があれば、その利用、また登山者のベー

スともなっていますし、そういった利用というのがかなり進むんではないかな

というふうにも思われます。 

 そこで、指定管理というのは、通常複数年、５年単位ぐらいでですね、最初

の年はなかなか収支としては厳しいけれども、その後はですね、民間の活力に

よってですね、努力をしていただいて、数年後には収益が安定する方向に行く

というのがですね、指定管理者制度ではないかなというふうに私は思っていま

す。 

 そうした中で、町のほうのですね、考え方として、寄自然休養村管理センタ

ーのですね、建物、公共施設のほうでは修繕というふうにうたってありますが、

それらのリニューアルなりですね、今後どうするんだという計画をですね、指

定管理者のほうと調整をすることによってですね、いや、１年でいいよという

話ではなく、複数年、何とか頑張ってみましょうという方向性も持てるのでは

ないかなというふうに考えますが、それらについてのですね、寄自然休養村管

理センターのリニューアル等についての考え方、担当課長、また町長からお願

いをしたいと思います。 

町      長  この自然管理センターについてはですね、これまでもエアコンを直してきた

りだとか、畳直したり、ふすま直したり、確かに必要に応じてやってこさせて
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いただきました。せんだっては屋根が…屋根といいましょうかね、軒先のほう

がおかしいからということで、修繕をしたりだとかしております。 

私の感覚ですけども、施設がよくなれば客が来るという状況ではないような

ところが多々見受けられます。ですので、先ほど大舘議員からもありましたよ

うに、この管理センターを生かすも殺すも人次第というふうなことは、私も承

知をしております。ただですね、これ、大前提にしなきゃいけないのは、この

みやまの里さんが受けていただかなかった場合のことを考えたときに、じゃあ

誰がという話は当然出てくるわけなんです。町の姿勢としては、なるべく地元

から雇用の場を奪いたくない。なので、やっていただける方がいるのであれば、

１年でも半年でもという思いは正直あります。なので、まずは今回はみやまの

里さんの要望を我々も酌んだ中で１年間というふうにしましたけれども、ただ

この１年間で終わらすつもりではないというような気持ちは、先ほど来から話

があるように、総会のときによく話を聞きました。やはり何となくですけど、

何となくというか、感じたのは、みやまの里自体がですね、社長が１人で、孤

独で、本当に一生懸命頑張っているなということで感じたところ、今回の皆さ

んの臨時総会の中で、ある意味、もうぎりぎりのところまで来てるところを露

呈していただいたおかげで、周りの人たちと、じゃあ一緒にやっぱりやってい

こうよというふうな感覚が生まれたところから、社長自身の要は目の色が変わ

ったというふうに私は感じております。ただ、その中にプラスアルファとして、

町としてもですね、そういった来年以降受けていただかないような施設が…施

設といいましょうか、会社としてなくなってしまうわけにもいかないと思って

いるので、先ほど来話ししている伴走型で、さらに我々としてもですね、しっ

かりやっていく。 

 その上で、先ほどから計画書について大分薄い、薄いという話がありますけ

ども、ここに書かれている計画書によると、次のページ、次のページ見てもら

う…２ページ、３ページのところにですね、５番のところに、立地条件を生か

して現状のままであってもですね、しっかりとやっていくんだと。効率の悪い

ところは改善していく。新しいアイデアの考察ということを事業計画の中に盛
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り込んでいただいている。そこの後にですね、８番に、その他の経営について

の提案等については、町もしっかりとミーティングしながらやっていくという

ふうな事業計画的なことを書かれているので、あとはここに書かれていること

をどういった格好で実行していくのか、どうなのかということを、これからで

すね、４月１日からこれはスタートすることになりますので、皆様方から御理

解をいただければですね、この団体とその先のことについてきちっと話をしな

がら、また時には皆さん方に予算のことも含めて、あるとすればですね、お話

をさせていただきたいなというふうに考えておりますので、この計画書自体が

１年間の計画書になっていますけれども、そんなに安っぽい計画書になってい

るとは思ってないということだけお伝えさせていただきます。以上です。 

６ 番 井  上  現状ではですね、もうみやまの里でということでいくしかないという現状と

してはですね、理解ができます。なかなか、先ほどですね、ロウバイまつりの

ときのやはり施設全体の使い勝手等、お客さんいっぱい来るんですけれども、

お客さん、その中で使われるのは、寄の休養村管理センターの中ではほとんど

トイレだけなんですね。トイレとあと食堂ですね、みやまの、浜膳さんの食堂

ぐらいしか使われていないというような中でですね、町のほうも公共施設管理

計画の中であるのでですね、将来性を見込んだ建物のリニューアルの方向性と

いうものをですね、ぜひ検討をしていただいて、今回指定管理者の期間が１年

間ということですけれども、さらに今後、有限会社みやまの里で指定管理をお

願いをすると。三セクでですね、町のほうも出資をしている会社でありますの

で、そこはみやまの里さんしかないのかなというふうに思いますが、やはり今

後の何年か先、５年先、10年先を考えた中でもですね、やはりそういった計画

をですね、ぜひ検討をしていただきたいと思います。終わります。 

議      長  ほかにございますか。 

(「なし」の声あり ） 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認め、質疑を打ち切り討論に入ります。 
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（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第50号松田町寄

自然休養村管理センターの指定管理者の指定についてについて、原案のとおり

決することに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第12「議案第51号松田町寄みやま運動広場の指定管理者の指定につい

て」、町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第51号松田町寄みやま運動広場の指定管理者の指定について。 

 次のとおり、松田町寄みやま運動広場の指定管理者（地方自治法第244条の

２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）として指定する。 

 １、指定管理者制度対象施設の名称等。名称、松田町寄みやま運動広場。所

在地、松田町寄3111番地。 

 ２、指定管理者の名称等。名称、有限会社みやまの里。代表者、代表取締役

 大舘一郎。所在地、松田町寄3415番地。 

 ３、指定の期間。令和５年４月１日から令和６年３月31日まで、１年間。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。上記について、地方自治法第244条の２第６項の規定により議決

を得るため提案するものでございます。よろしくお願いします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

観 光 経 済 課 長  それでは説明をさせていただきます。松田町寄みやま運動広場は、町民の健

康増進を図るとともに、観光等で都市から訪れる人々と地域住民との交流を深

め、町の発展を図るために設置されてございます。 

 １枚おめくりいただきまして、右上参考資料１を御覧ください。こちらにつ

いては指定管理者の選定申込みとなります。記載の内容は提案説明と同様であ

りますため、またおめくりをいただきまして、抜粋した内容にて御説明を申し
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上げます。 

 この１ページ目、指定管理者施設運営事業計画書でございます。先ほどの議

案第50号と同様の部分については割愛をさせていただきまして、説明を続けさ

せていただきたいと思います。 

 事業内容等記載のとおりですね、同施設の維持管理及び利用の許可、利用料

金の収受に係る業務となっております。下の枠にございます内容は、先ほどと

同様、①、②が記載されております。指定管理期間は、先ほどの御議論と一緒

でございます。広場の利用状況、こちらについても先ほど若干御説明を差し上

げましたが、やはり例年の半分程度まで落ち込みがあります。令和３年度、た

だですね、若干この回復の基調もございます。しかし、グウランド利用が増え

ても、最終的には先ほど申し上げた宿泊につながらないというのが大きい問題

点でございます。１年間で総合的な改善が見込めたり、先の展望をという議論

があったことについても同様でございますので、おめくりいただきまして、２

ページ、３ページを御覧願います。 

 こちらの内容についても、先ほどの50号とほぼ同じ内容となりますため、お

めくりいただきまして、４ページ目を御覧ください。こちらが収支計画書、令

和５年度のみとなっております。収入の内訳といたしましては、営業収入とあ

りますのは、グラウンドの使用料となります。営業外収入は町の指定管理委託

料となってございます。支出につきましては、施設管理費と人件費が主なもの

となっておりますが、人件費につきましては先ほど申し上げたように管理セン

ター等との比率を案分して人件費の掲載をしてございます。 

 計画書の内容は以上となりまして、右側のページ、参考資料２につきまして

は、町の指定管理者選定委員会への候補者選定依頼書となってございます。 

 おめくりいただきまして、参考資料３につきましては、同委員会による選定

結果書となります。候補者の選定に当たりましては、３に記載のとおり附帯意

見を頂戴してございます。こちらの内容でですね、①については同じなんです、

先ほどと同じなんですが、②については寄みやま運動広場利用促進のため、青

少年の健全育成や健康増進に資する事業など、付加価値を高める取組の検討を
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行うとともに、新たな顧客獲得に向けたＰＲに取り組むことを期待しますとい

うことでございます。 

 以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。ございませ

んか。 

(「なし」の声あり ） 

 質疑ないようです。質疑を打ち切ってよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し採決を行います。議案第51号松田町寄み

やま運動広場の指定管理者の指定について、原案のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議      長  日程第13「議案第52号松田町寄テニスコートの指定管理者の指定について」、

町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第52号松田町寄テニスコートの指定管理者の指定について。次のとおり、

松田町寄テニスコートの指定管理者（地方自治法第244条の２第３項に規定す

る指定管理者をいう。以下同じ。）として指定する。 

 １、指定管理者制度対象施設の名称等。名称、松田町寄テニスコート。所在

地、松田町寄4116番地。 

 ２、指定管理者の名称等。名称、有限会社みやまの里。代表者、代表取締役

 大舘一郎。所在地、松田町寄3415番地。 

 ３、指定の期間。令和５年４月１日から令和６年３月31日まで、１年間。 

 令和４年12月６日提出、松田町長 本山博幸。 
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 提案理由。上記について、地方自治法第244条の２第６項の規定により議決

を得るため提案するものでございます。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

教  育  課  長  （「簡単でいいですよ。」の声あり）それでは説明させていただきます。１

枚おめくりください。右上の参考資料１を御覧ください。指定管理者の選定申

込みとなります。記載内容は提案説明と同様でありますので、１枚おめくりい

ただきまして、まず１ページ目、指定管理施設運営事業計画です。誠に恐縮で

すが、先ほど議案第50号、第51号と同様の内容については、省略して説明を進

めさせていただきたく存じます。 

 事業内容につきましては、記載のとおり（１）テニスコートの施設の維持管

理、（２）同施設の利用の許可、（３）利用料の収受等になります。資料の下

段の枠にあります２、指定管理者としての基本姿勢につきましては、施設趣旨

を考慮した施設活用を行い、効果的な管理運営を実施しながらサービスの向上

を図る。また、他市町の方々と交流しながら、スポーツ・レクリエーションの

振興と寄地区の活性化を図れるよう、施設運営を図るとなっております。 

 資料をおめくりいただきまして、経営方針及び運営方法に関する基本的な考

え方につきましては、１の組織の体制から、次のページの８のその他の運営に

当たっての提案等まで記載してございます。 

 資料をおめくりください。次のページ、指定管理施設収支計画書です。従来、

指定管理期間につきましては、管理センター、みやま運動広場と同様に、５年

の管理期間でありました。先ほどの議案第50号、第51号と同様に、まずはこの

１年間で総合的な改善が見込めるかなど検討されたい旨の協議があり、単年度

の指定管理期間となりました。この収支計画書、令和５年度のみでは、実績を

もとに営業収入と見込んでおります。支出では、事務員給与手当等から、以下、

消耗品費、光熱水費、修繕料、事務運営費、衛生費、施設整備費まで合わせて

収入と同額で計画をしております。計画書の内容は以上のとおりとなります。 

 右側のページ、参考資料２を御覧ください。こちらは町の指定管理者選定委

員会への候補者選定依頼書になります。 
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 おめくりいただきまして、参考資料３を御覧ください。同委員会における選

定結果書となります。候補者の選定に当たっては、３に記載のとおり、附帯意

見を頂戴しております。２点です。①としまして、指定管理期間が１年となっ

ていますが、その先の令和６年度以降を見据え、令和５年度の積極的な展開に

期待すること。２点目、②としまして、好調な土・日利用に対し、低調な平日

の利用を促進するため、他の観光施設やイベントと連携して施設をＰＲするな

ど、新たな顧客獲得に向けた取組を期待するものです。となっております。 

 説明につきましては以上となります。御審議のほどお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

１０番 齋  藤  先ほどから50号、51号、52号と、みやまの里さんのこの指定管理者のところ

を見ますとですね、メールアドレスがどれも入ってない状況下です。今の時代、

メールアドレスやったりして、何か申込みとかかけたりするじゃないですか。

若い人たちがそういうので入ってくるんじゃないかなと思うんですけれども、

町はよくいろんなところにコワーキングスペースつくったりとやっているんで

すけれども、そういった仕組みをここらに取り込めるようなお考えというのは

ないんですかね。 

観 光 経 済 課 長  御指摘ありがとうございます。メールアドレス記載するように努めてまいり

ます。ないわけではないので、記載するように努めてまいります。以上です。 

１０番 齋  藤  分かりました。オリジナルのホームページはないんですか。町のホームペー

ジしかないんですかね。ちょっと見ると、松田町の中にこのいろんな施設のも

のが入っているみたいな感じなんですけども。その辺はいかがなんですか。 

観 光 経 済 課 長  単独のホームページは持っておりません。町のホームページにていろんな情

報の発信をしていると。ただですね、昨年来、コロナ禍における宿泊業の支援

として、パソコン等の活用ということを掲げてやってまいりました。その中で、

ＧｏＴｏなんかがありまして、こういったものにしっかりとのっけていけるよ

うに、いろんなところの大手の旅行会社さん等に情報をですね、載せるように

いろいろ取組は進めておりますので、ちょっと単独のホームページというとこ

ろにまだ至ってないんですけれども、いろんな情報発信はしているということ
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で御理解願います。 

１０番 齋  藤  ありがとうございます。そのようなこと、やっぱりやっていかないとね、申

込みがないと思うんですよ。それとあと、よく例えば宿泊日がいつ空いてると

かというのも出てきたりしますよね。ほかのホテルを調べると。テニスコート

もしかり、グラウンドもいつ空いてるとかって、よく何か、そこを予約したい

とかという仕組み。こういったことが今の若い人たちは簡単にやってしまうん

で、それによって集客ができる部分だと思うんでね、その辺の仕掛けをしてい

ただいて、あとは先ほど町長言われたように、建物古くて、新しくしたって、

お客さん来るとは限らないんですよ。古くても、Ｗｉ－Ｆｉ設備はあるんです

かね、あそこには。そういう中で、何かのんびりと二、三日過ごして、何かを

パソコンを使ってやりたい人とか出てくるんじゃないかなと思うんですけれど

も、そういう仕掛けなんかも必要なのかなって考えますけど、いかがですかね。 

観 光 経 済 課 長  いろいろ御提案ありがとうございます。先ほど申し上げているとおり、みや

まの里全体でいろいろ今後のことを考えていこうという中に、今おっしゃって

いただいた内容も含めて検討を重ねてまいりたいと考えます。 

議      長  よろしいですか。ほかにはございますか。 

(「なし」の声あり ） 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。質疑を打ち切り、討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第52号松田町寄

テニスコートの指定管理者の指定についてについて、原案のとおり決すること

に賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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議      長  以上で本日予定しました日程の全てが終了しましたので、本日の会議はこれ

にて散会いたします。明日は午前９時より本会議を開きますので、定刻までに

御参集くださいますようお願いいたします。 

 本日は大変御苦労さまでした。              （16時00分） 


